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2024年 2月 8日リリース分 

■2024年 2月 8日リリース分 

【機能の改善】 R/A/D/E/P詳細画面・編集画面の表示デザイン改善 

R/A/D/E/P の詳細画面・編集画面につきまして、一般的なタブレット横画面サイズ（横幅 1,024px）にて 

レイアウトが崩れないよう、表示デザインを改善しました。 

ご利用者様からの「レイアウトが崩れて見にくい」「メニューの移り変わりが分からない」などのご要望を反映し、今

般の改修では全体的に見やすくなるよう改善しています。具体的には下記の 3点です。 

 

⚫ R/A/D/E/P詳細画面・編集画面でのレイアウト崩れの改善 

⚫ 左サイドメニューの表示改善 

⚫ R/A/D/E/P に色を採用 

R/A/D/E/P 詳細画面・編集画面でのレイアウト崩れの改善 

従来はノート PC サイズのディスプレイで表示するとレイアウト崩れが発生し、見づらい状態になっていました

が、一般的なタブレット横画面サイズ（横幅 1,024px）においては表示が崩れないよう改善しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これに伴い、関連 ID が 2 つ以上存在する場合の表示が変更となりました。「(関連 ID はこちら)▼」をクリ

ックすると関連 ID が複数表示されます。移動したい関連 ID をクリックして下さい。 
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2024年 2月 8日リリース分 

左サイドメニューの表示改善 

一般的なタブレット横画面サイズ（横幅 1,024px）においては、左サイドメニューが崩れずに表示されるよう

改善しました。 

1,024px よりも小さい画面サイズでは、左サイドメニューが非表示となります。その場合は画面サイズを大きく

する、もしくはブラウザの拡大率を下げるとメニューが再度表示されます。 

 

＜参考：ブラウザの拡大率を下げる方法＞ 

Google Chrome：テキスト、画像、動画のサ

イズを変更する（拡大、縮小）｜Google 

Chrome ヘルプ（外部サイトを開きます） 

 

Microsoft Edge ：文字 を大 き く す る ｜

Microsoft サポート（外部サイトを開きます） 

 

 

 

 

 

R/A/D/E/P に色を採用 

ご利用頻度が高いメニューの依頼(R)/回答(A)/原産資格調査(D)/輸出品(E)/構成品(P)につきまし

て、タイトル名に色を採用し、メニュー間の遷移を視覚的に分かりやすくしました。また、ステータス表示も該

当のステータスが一目で分かりやすいようなデザインとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

◆JAFTAS操作オリエンテーション動画と同じ色合いです 

 

 

 

 

  

https://support.google.com/chrome/answer/96810?hl=ja&co=GENIE.Platform%3DDesktop
https://support.google.com/chrome/answer/96810?hl=ja&co=GENIE.Platform%3DDesktop
https://support.google.com/chrome/answer/96810?hl=ja&co=GENIE.Platform%3DDesktop
https://support.microsoft.com/ja-jp/microsoft-edge/microsoft-edge-%E3%81%AE%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%BB%E3%82%B7%E3%83%93%E3%83%AA%E3%83%86%E3%82%A3%E6%A9%9F%E8%83%BD-4c696192-338e-9465-b2cd-bd9b698ad19a#bkmk_make_text_larger
https://support.microsoft.com/ja-jp/microsoft-edge/microsoft-edge-%E3%81%AE%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%BB%E3%82%B7%E3%83%93%E3%83%AA%E3%83%86%E3%82%A3%E6%A9%9F%E8%83%BD-4c696192-338e-9465-b2cd-bd9b698ad19a#bkmk_make_text_larger
https://vimeo.com/662500133/58e05d0006
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2024年 2月 8日リリース分 

【機能の改善】 JAFTASからの定時・即時配信メールの改善 

JAFTAS から配信されるメールに関して、ご利用者様に合った条件のメールに絞込み配信するように改修しまし

た。従来より「メールを受信してもどの案件が更新されたか判断できない」「担当外の案件のメールが届く」というお

声を頂戴しておりました。今般の改修では、ご利用者様が作業担当者に設定されている、もしくは作業履歴にお

名前があり閲覧・操作できる案件の場合は、関連する担当者に宛先を絞りメールを配信するよう変更しておりま

す。この改修により、ご自身の関係する案件のみのメールを受信できるようになりました。 

より精度が高く便利になったメール機能をぜひお使いください。現在、日々のメールを受信しない設定にされてい

る方は、ユーザー情報の編集からメール受信設定を変更することができます。 

※アカウント管理者の方は全ての画面に対して操作権限を持つため、全ての案件のメールを受信します。 

※利用期間外のユーザーは配信メールを受信しないようになりました。 

 

配信メールの改善点に関する詳細は 別添資料 2) 配信メール・タスクリストについて をご確認ください。 

 

 

 

 

【新機能】 「タスクリスト」の新設  

JAFTAS 内でのタスクを一覧で表示できる「タスクリスト」を新設しました。画面右上のお名前の右横に表示され

る「✔」マークをクリックすることでご覧いただけます。 

タスクリストは、配信メールの即時配信の内容が対象です。タスクリストの個別の行をクリックすると、該当の画面

に遷移します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご利用者様が作業担当者に登録されている、もしくは作業履歴にお名前がある ID について、タスクリストに表

示されます。必要な操作が完了するまではタスクリストに表示され続けます。ご自身の操作では、タスクリストを消

すことはできません。JAFTAS内でのタスク管理にお役立てください。 

  

配信メールの仕様変更が全ての案件に適用されず、引き続き配信される可能性がございます。 

過渡的な事象ではございますが、配信メールにてお困りのことがございましたら JAFTS サポートデスクに 

お問い合わせくださいますようお願い申し上げます 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached02.pdf
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2024年 2月 8日リリース分 

※入力可能権限が設定されているユーザーの場合も、確定権限が必要な操作（依頼取下・回答取下への対

応など）が表示されることがあります。 

※一部、作業担当者が設定されていない、もしくは操作の記録がなく作業履歴にお名前がない ID については、

権限や仕分けルール等を含め入力可能権限以上のユーザー全員のタスクリストに登録されます。 

 具体例）回答(A)にて調査依頼を受信し、回答(A)の ID の操作を行う前に依頼取下を受信した場合 

タスクリストに表示される内容の詳細は 別添資料 2) 配信メール・タスクリストについて をご確認ください。 

 

タスクリストの新設に伴い、従来 JAFTAS ログイン後のトップページに表示されていた「○○会社へのお知らせ」

の欄は表示されなくなりました。メール・タスクリストをご活用いただき、ご自身の担当する案件の確認にお役立て

ください。 

【機能の改善】 依頼 R 依頼送信の際の回答者へのメッセージ一括追記機能 

[調査依頼・回答受信(R) 一覧]画面の「まとめて操作」にて、複数の ID をまとめて依頼送信することに加え、

回答者へのメッセージをまとめて書き換える機能を追加しました。 

まとめて依頼送信を実行するポップアップにて、「選択した対象全

ての回答者へのメッセージを上書きする」にチェックを入れ、メッセ

ージを記入してください。既にメッセージが登録されている ID の場

合も、メッセージが上書きされますのでご活用の際はご留意くださ

い。 

 

【機能の改善】 調査 D 僅少利用登録後に僅少利用を行わない場合における対比表作成の改善 

＜原産資格調査(D)＞メニューにて、CTC ルールを証明する際は救済規定として、僅少の非原産材料の利

用を選択することもできます。 

以前は僅少ルールを選択した場合は、作成する対比表にて必ず僅少の非原産材料についての計算欄が表示

されていましたが、実際に調査して僅少を使用しなかった場合は、僅少に関する計算式が表示されない対比表

を作成するように修正しました。 

【機能の改善】 取引企業管理 仕入先追加申請・招待送信・管理一覧の改善 

[仕入先追加申請・招待送信・管理 一覧]画面にて、招待先のステータスを追加しました。 

追加ステータス：辞退 

ステータス「不参加」と「辞退」の区分は以下です。 

不参加： 企業が JAFTAS への参加を行わなかった場合 

辞退：  JAFTAS に参加中の企業が招待を辞退した場合  

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached02.pdf


  

5/9 

 

2024年 2月 8日リリース分 

【不具合の改修】 原産資格証明書 I 廃番登録の産品表示の改善 ※契約利用者のみ対象 

＜事象＞ 

[原産資格証明書(I)発行]一覧の検索結果に、＜FTA 対象品(輸出品)(E)＞メニューにて廃番登録された

産品が表示されておりました。 

 

＜改修＞ 

廃番登録した産品が表示されないよう、[原産資格証明書(I)発行]一覧の検索項目に「廃番を除く」のチェック

を追加しました。また、[原産資格証明書(I)発行]一覧の初期表示では、「廃番を除く」にチェックが入った状態

としました。 

※チェックボックスのチェックを外すと、廃番登録した産品も表示されます。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

【不具合の改修】 調査 D  構成品一括依頼作成時の条件の改善 

[原産資格調査(D) 詳細]画面内『（２）構成品の入力と原産資格判定』部内の「構成品一括依頼作成」

ボタンをクリックすると、構成品の調査依頼を一括で作成することができる[構成品一括依頼作成]画面へ遷移

します。 

＜事象＞ 

[構成品一括依頼作成]画面に遷移する際のみ、同一品番で異なる品名の場合、同一品として扱われ、依頼

作成を行う仕組みとなっていました。 

 

＜改修＞ 

[構成品一括依頼作成]画面において同一品番で異なる品名の場合、異なる調査依頼を作成するように改修

しました。 
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2024年 2月 8日リリース分 

【不具合の改修】取引企業管理 招待に関する不具合の修正 

＜取引企業管理＞メニューにおける仕入先招待の不具合の修正を行いました。 

 

＜事象＞ 

⚫ 仕入先追加申請にて、企業を招待中の状態で仕入先追加申請・招待インポートを行うと、別途招待前

の状態が作成されてしまう 

⚫ 納品先受諾・管理にて、招待を辞退した後、TKTC にて承認をすると、[納品先受諾管理 一覧]画面か

ら招待企業名が消えてしまう 

 

＜改修＞ 

⚫ 招待中の企業が存在する場合は、インポートでエラーとするように改修しました。 

⚫ 招待を辞退後も、[納品先受諾管理 一覧]画面から招待企業名を表示するように修正しました。 

既に過去に招待を辞退したものについては、[納品先受諾管理 一覧]画面に表示させるデータ補正を近

日中に行います。ご迷惑をおかけし申し訳ありませんでした。 
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2024年 2月 8日リリース分 

 

 

 

 

 

 

【機能の改善】 調査 D 表示文言の一部変更 

[原産資格調査(D)]メニュー内にて、表示文言を一部変更しました。日本商工会議所を示す言葉を「JCCI」

→「日商」へ変更しています。 

 

変更箇所 変更後 変更前 

ステータス（詳細・一覧画面） 日商審査中 JCCI審査中 

 

詳細画面 ボタン 

日商審査準備完了 JCCI審査準備完了 

日商審査依頼前 承認 JCCI審査依頼前 承認 

日商審査依頼前 却下 JCCI審査依頼前 却下 

 

  

 

【機能の改善】輸出品 E 同意通知先情報の入力欄を新設 ※契約利用者のみ対象 

[FTA 対象品(輸出品)(E)]登録・編集画面にて、第三者証明制度の協定の場合、同意通知先の情報を入

力する欄を新設しました。 

自社以外に同意通知を行いたい場合、従来は[調査依頼・回答受信(R)]編集画面より同意通知先情報を

変更いただいておりましたが、依頼(R)画面からの同意通知先の修正は行えなくなりました。今後は[FTA 対象

品(輸出品)]登録・編集画面より変更してください。 

 

 

 

 

 

 

  

◆2024年夏、JAFTASは日本商工会議所の第一種特定原産地証明書発給システム 

（以下発給システム）と連携し、JAFTAS経由での原産品判定依頼・同意通知手続き機能の 

提供を開始します。 

◆以下に記載する変更点は、発給システムとの連携機能開始に関連した先行改修となりますことを 

ご理解いただけますと幸いです。 

※発給システムとの連携手続きや、機能説明会の詳細は追ってご連絡申し上げます。 

日商連携 特設ページ – 東京共同トレード・コンプライアンス 

 

 

https://jaftas.jp/smart-epa/
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2024年 2月 8日リリース分 

また、第三者証明制度の協定で内製品として登録し、他社に同意通知を送る場合、作成された原産資格調

査（D）の「回答方法」が「－」から「同意通知」に変更となります。 

「回答方法：同意通知」として原産資格調査(D)が作成されますと、「日商審査完了」ボタンクリック時、同意

通知情報の入力ポップアップが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力した日商判定番号は「日商関連情報」として、原産資格調査(D)の画面に表示されるとともに、当該調

査の有効期限が同意通知期限と一致するように設定されます。 

 

※調査の有効期限は、調査完了後に書き換えることもできます。 
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2024年 2月 8日リリース分 

【機能の改善】 ユーザー一覧 日商連携権限の追加 

日商連携機能の追加に伴い、「日商連携」の権限の設定欄が新設されています。 

※日商連携機能をお申込み前の利用者画面には表示されません 

 

日商連携機能をご利用前のご利用者様であっても、システム上、当該欄もダウンロード・インポート項目に追加

されるようになります。また、ダウンロード時には権限（確定可能または閲覧不可）が指定された状態となります。

ご不便をおかけしますが、ご了承下さい。 

なお、インポート時には、日商連携関連項目は空欄としていただくことで問題ありません。連携機能開始時には

適宜割り振りをお願いいたします。 

 

＜ユーザー一覧 インポート・ダウンロードファイル内の日商関連項目＞ 

・日商ユーザーID 

・権限(日商連携) 

 

参考：別添資料 1-2）Y20）ユーザー情報 ダウンロード 

 

<今回のリリースは以上です＞ 

 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01-2.pdf
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2023年 12月 21日リリース分 

■2023年 12月 21日リリース分 

【機能の改善】 調査 D 企業情報に登録した判定事務所の表示 

[企業情報 詳細]画面にて日商判定事務所を登録できますが、従来は[原産資格調査(D)]にて、ステータス

が「JCCI 審査中」になった後に編集画面を経由しないと、自動的に表示されませんでした。今般の改修では

「JCCI 審査中」のステータスに変更された時点にて、[企業情報 詳細]画面に登録された日商判定事務所が

[原産資格調査(D)]詳細 『（４）JCCI関連情報』部に表示されるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

【機能の改善】 調査 D 支給品 HS問合せコード登録時のチェックの改修 

原産資格調査(D)メニュー内においては、支給品 HS 問合せコード（999999）をご利用いただき、支給品の

HS コードの確認やサプライヤー証明書の取得が可能です。当該コード（999999）は、仕入先が依頼者と同

一の場合のみ利用できるコードとなりますが、調査対象構成品の登録時において、仕入先が入力されていない

状態であっても、登録可能となっておりました。今般の改修では、支給品 HS 問合せコード（999999）を利用

し、調査対象構成品を登録する場合において、仕入先が入っていない状態のときは、仕入先に依頼者を設定

するよう注意表示を追加しました。 
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2023年 12月 21日リリース分 

【不具合の改修】 依頼 R 一覧ダウンロード時の不具合の解消 

＜事象＞ 

[調査依頼・回答受信(R)]一覧において、一覧データのダウンロードを行ったところエラーとなる事象が発生して

いました。 

 

＜改修＞ 

JAFTAS で使用しているシステムのバージョンアップにより、一定以上の時間を経過するとタイムアウトとなる設定

が短縮されてしまっていたため、従来よりもタイムアウトが発生しやすい状況となっておりました。改修し、タイムアウ

ト発生を解消しました。 

 

 

＜今回のリリースは以上です＞ 

 

 

 



 

  1/22  

 

2023年 11月 30日リリース分 

■2023年 11月 30日リリース分 

 

 

 

【重要な変更】 取下・差戻の機能や通知一覧の改善 

[調査依頼・回答受信(R)]もしくは、[調査回答・回答送信(A)]メニューにて取下・差戻を行った際は相手に通

知が送信されますが、同一案件について依頼者と回答者の双方が通知を送信することで、連絡が交差する事

象が発生しておりました。今回の改修にて、依頼者・回答者間の通知の動線を整理し、混乱が生じないように

なりました。具体的な改修内容を以下に紹介します。 

 

1. 各通知を受信したときの操作 

2. 依頼取下・回答取下受信時の後続操作の制限 

3. 通知一覧の項目追加・変更 

4. 通知一覧「承認」「却下」「確認」のボタン操作時のポップアップについて 

5. 通知一覧における「通知ステータス」の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今般のシステムメンテナンスでは、JAFTAS を快適にご利用いただけるよう、操作性を重視した改修を 

行いました。取下・差戻の機能や支給品 HS問い合わせコード（999999）の動作改善、 

希望回答期限の機能改善など幅広く改修しています。 

一部機能は、操作方法が従来から変更になります。ぜひご一読ください。 
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2023年 11月 30日リリース分 

１）各通知を受信したときの操作 

通知を受領した際は、通知一覧にて「承認」「却下」「確認」ボタンが必ず表示されていましたが、通知一覧にて

操作いただかなくても後続の操作が行える通知については、通知一覧へ遷移を行う動きをなくし、よりスムーズに

操作頂けるようにしました。 

詳細は以下にてご案内します。 

 

No. 通知内容 通知受領 

メニュー 

従来の 

通知一覧の操作 

変更後の 

通知一覧の操作 

1 依頼取下 回答(A) 「承認」もしくは「却下」を押す 「承認」もしくは「却下」を押す 

2 回答差戻 回答(A) 「確認」を押す ― （操作不要） 

3 回答取下承認 回答(A) 「確認」を押す ― （操作不要） 

4 回答取下 依頼(R) 「承認」もしくは「却下」を押す 「承認」を押す 

（「却下」はなくなりました） 

5 依頼差戻 依頼(R) 「確認」を押す ― （操作不要） 

6 依頼取下承認 依頼(R) 「確認」を押す ― （操作不要） 

7 依頼取下否認 依頼(R) 「確認」を押す 「確認」を押す 
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2023年 11月 30日リリース分 

＜1. 依頼取下を受信した場合＞ 

 

No. 通知内容 通知受領 

メニュー 

従来の 

通知一覧の操作 

変更後の 

通知一覧の操作 

1 依頼取下 回答(A) 「承認」もしくは「却下」を押す 「承認」もしくは「却下」を押す 

 

依頼取下を受信した場合は、従来通り通知一覧にて「承認」もしくは「却下」の対応をお願いします。 

依頼取下の通知に対応するまで、回答(A)詳細・編集画面にてステータスの変化を伴うボタンのクリックは 

できません。 

 

＜回答(A)詳細・編集画面＞ 

回答(A)詳細と回答(A)編集画面の上部にメッセージが表示され、画面右上の「通知」ボタンから通知一覧

を確認する旨の案内を表示します。 

依頼取下を受信した場合、ステータスや状態の変化を伴うボタン（差戻し、受付前に戻す、アーカイブなど）

は通知受領中においてはクリックできなくなります。 

  

 

 

 

 

＜回答(A) 通知一覧＞ 

回答(A)詳細画面から遷移した場合は、該当の回答(A)の ID で絞られた通知一覧を表示します。この通

知一覧にて、「承認」もしくは「却下」の対応を行います。   

＜参考＞４）通知一覧「承認」「却下」「確認」のボタン操作時のポップアップについて 
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2023年 11月 30日リリース分 

＜2. 回答差戻を受信した場合＞ 

 

No. 通知内容 通知受領 

メニュー 

従来の 

通知一覧の操作 

変更後の 

通知一覧の操作 

2 回答差戻 回答(A) 「確認」を押す ― （操作不要） 

 

＜回答(A)詳細・編集画面＞ 

回答差戻を受信した場合は、回答(A)詳細と回答(A)編集画面上部に青い帯でメッセージが表示されます。ス

テータスが受付前となるため、依頼内容を再度確認し、対応してください。 

 

 

 

 

 

＜回答(A)通知一覧＞ 操作不要 

回答(A)通知一覧には回答差戻を受領した記録は残りますが、回答(A)のステータスが受付前から変化すると、

通知一覧にて回答差戻の通知ステータスが自動的に「未確認」→「対応済」になるため、通知一覧の操作は

不要です。左サイドメニューの通知一覧の「未確認」の赤丸数字も上記のタイミングで減少します。 

 

 

 

 

 

 

＜3. 回答取下承認を受信した場合＞ 

 

No. 通知内容 通知受領 

メニュー 

従来の 

通知一覧の操作 

変更後の 

通知一覧の操作 

3 回答取下承認 回答(A) 「確認」を押す ― （操作不要） 

 

＜回答(A)詳細・編集画面＞ 

回答取下承認を受信した場合は、回答(A)詳細と回答(A)編集画面上部に青い帯でメッセージが表示されま

す。ステータスが受付前となるため、操作を再開してください。 
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2023年 11月 30日リリース分 

＜回答(A)通知一覧＞ 操作不要 

回答(A)通知一覧には回答取下承認を受領した記録は残りますが、回答(A)のステータスが受付前から変化

すると、通知一覧にて回答取下承認の通知ステータスが自動的に「未確認」→「対応済」になるため、通知一

覧の操作は不要です。左サイドメニューの通知一覧の「未確認」の赤丸数字も上記のタイミングで減少します。 

 

 

 

 

 

 

 

＜4.回答取下を受信した場合＞ 

 

No. 通知内容 通知受領 

メニュー 

従来の 

通知一覧の操作 

変更後の 

通知一覧の操作 

4 回答取下 依頼(R) 「承認」もしくは「却下」を押す 「承認」を押す 

（「却下」はなくなりました） 

 

回答取下を受信した場合は、通知一覧にて「承認」の対応をお願いします。従来の「却下」はなくなりました。 

回答取下の通知に対応するまでは、ステータスの変化を伴うボタンはクリックできません。 

 

＜依頼(R)詳細・編集画面＞ 

依頼(R)詳細と依頼(R)編集画面の上部にメッセージが表示され、画面右上の「通知」ボタンから通知一

覧を確認する旨の案内を表示します。ステータスや状態の変化を伴うボタン（差戻し、回答内容確定、ア

ーカイブなど）は通知受領中においてはクリックできなくなります。 
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2023年 11月 30日リリース分 

＜依頼(R) 通知一覧＞ 

依頼 R詳細画面から遷移した場合は、該当の依頼(R)の ID で絞られた通知一覧が表示されます。 

この通知一覧にて、「承認」の対応を行います。 

４）通知一覧「承認」「却下」「確認」のボタン操作時のポップアップについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜5. 依頼差戻を受信した場合＞ 

 

No. 通知内容 通知受領 

メニュー 

従来の 

通知一覧の操作 

変更後の 

通知一覧の操作 

5 依頼差戻 依頼(R) 「確認」を押す ― （操作不要） 

 

＜依頼(R)詳細・編集画面＞ 

依頼差戻を受信した場合は、依頼(R)詳細と依頼(R)編集画面上部に青い帯でメッセージが表示されます。ス

テータスが回答済となるため、回答内容を確認し、対応してください。 

 

 

 

 

 

＜依頼(R)通知一覧＞ 操作不要 

依頼(R)通知一覧には依頼差戻を受領した記録は残りますが、依頼(R)のステータスが回答済から変化すると、

通知一覧にて依頼差戻の通知ステータスが自動的に「未確認」→「対応済」になるため、通知一覧の操作は

不要です。左サイドメニューの通知一覧の「未確認」の赤丸数字も上記のタイミングで減少します。 
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2023年 11月 30日リリース分 

＜6. 依頼取下承認を受信した場合＞ 

 

No. 通知内容 通知受領 

メニュー 

従来の 

通知一覧の操作 

変更後の 

通知一覧の操作 

6 依頼取下承認 依頼(R) 「確認」を押す ― （操作不要） 

 

＜依頼(R)詳細・編集画面＞ 

依頼取下承認を受信した場合は、依頼(R)詳細と依頼(R)編集画面上部に青い帯でメッセージが表示されま

す。ステータスが回答済となるため、承認し、調査結果「取下」として完了してください。 

 

 

 

 

 

＜依頼(R)通知一覧＞ 操作不要 

依頼(R)通知一覧には依頼取下承認を受領した記録は残りますが、依頼(R)のステータスが回答済から変化

すると、通知一覧にて依頼取下承認の通知ステータスが自動的に「未確認」→「対応済」になるため、通知一

覧の操作は不要です。左サイドメニューの通知一覧の「未確認」の赤丸数字も上記のタイミングで減少します。 
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2023年 11月 30日リリース分 

＜7. 依頼取下否認を受信した場合＞ 

 

No. 通知内容 通知受領 

メニュー 

従来の 

通知一覧の操作 

変更後の 

通知一覧の操作 

7 依頼取下否認 依頼(R) 「確認」を押す 「確認」を押す 

 

＜依頼(R)詳細・編集画面＞ 

依頼取下否認を受信した場合は、依頼(R)詳細と依頼(R)編集画面上部に青い帯でメッセージが表示されま

す。必要に応じて、再度依頼取下を行うか、回答者からの回答をお待ちください。 

 

 

 

 

 

＜通知一覧＞ 

通知一覧には従来通り「確認」ボタンが存在しますが、依頼(R)のステータスが回答済から変化すると、通知一

覧にて依頼取下承認の通知ステータスが自動的に「未確認」→「対応済」になります。通知ステータスが「対応

済」になると、依頼(R)の詳細画面の青い帯は消えるため、詳細画面の青い帯メッセージを消したい場合は「確

認」ボタンをクリックして下さい。 

左サイドメニューの通知一覧の「未確認」の赤丸数字も上記のタイミングで減少します。 

＜参考＞４）通知一覧「承認」「却下」「確認」のボタン操作時のポップアップについて 
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2023年 11月 30日リリース分 

２）依頼取下・回答取下受信時の後続操作の制限 

依頼取下、回答取下を受信している状態では、下記の操作が制限されます。 

 

＜[調査回答・回答送信(A)]メニュー＞ 

  

ステータス 依頼取下を受信 回答取下を送信 

受付前 ◆ 回答(A) 詳細・受付 操作不可ボタン 

詳細：差戻し/アーカイブ 

受付：受付 

◆ 一覧 まとめて操作メニュー 

アーカイブ 

◆ 一括受付インポート 

― 

確認中 ◆ 回答(A) 詳細 操作不可ボタン 

差戻し/受付前へ戻す/原産資格調査 作成 

原産資格調査 再利用/原産資格調査 複製 

原産資格調査 複製（依頼再利用）/ 

JAFTAS外の資料取込/依頼再利用 

直接回答/アーカイブ 

◆ 一覧 まとめて操作メニュー 

原産資格調査 作成/依頼作成/アーカイブ 

― 

調査中 

・ 

支給品 

調査中 

◆ 回答(A) 詳細 操作不可ボタン 

差戻し/受付前へ戻す/アーカイブ 

◆ 一覧 まとめて操作メニュー 

アーカイブ 

― 

調査完了 ◆ 回答(A) 詳細・編集 操作不可ボタン 

詳細：差戻し/受付前へ戻す/アーカイブ 

編集：入力完了 

◼ 一覧 まとめて操作メニュー 

アーカイブ 

― 

回答完了 

承認待 

◆ 回答(A) 詳細 操作不可ボタン 

回答完了却下/回答完了承認/アーカイブ 

◼ 一覧 まとめて操作メニュー 

アーカイブ 

 

― 
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2023年 11月 30日リリース分 

※上記以外にも、依頼取下を承認した場合は、回答(A)詳細画面にて「回答取下」ボタンが非表示になりま

した 

 

＜[調査依頼・回答受信(R)]メニュー＞ 

ステータス 回答取下を受信 依頼取下を送信 

作成中 ◆ 依頼(R) 詳細・編集 操作不可ボタン 

詳細：差戻し内容を送信/アーカイブ 

編集：更新（回答の差戻し実施後） 

◆ 一覧 まとめて操作メニュー 

依頼送信/アーカイブ 

― 

受付前 

  ・ 

調査中 

  ・ 

支給品 

調査中 

― 

◆ 依頼(R) 詳細 非表示ボタン 

依頼取下 

◆ 依頼(R) 詳細 操作不可ボタン 

アーカイブ 

◆ 一覧 まとめて操作メニュー 

アーカイブ 

回答済 ◆ 依頼(R) 詳細・編集 操作不可ボタン 

差戻し/回答内容確定/アーカイブ 

◆ 一覧 まとめて操作メニュー 

アーカイブ 

― 

回答内容 

確定 

◆ 依頼(R) 詳細・編集 操作不可ボタン 

承認/却下/アーカイブ 

◆ 一覧 まとめて操作メニュー 

アーカイブ 

― 

承認済 ― ― 

 

  

ステータス 依頼取下を受信 回答取下を送信 

回答済 

― 

◆ 回答(A) 詳細 非表示ボタン 

回答取下 

◆ 回答(A) 詳細 操作不可ボタン 

アーカイブ 

◆ 一覧 まとめて操作メニュー 

アーカイブ 

承認済 ― ― 
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３）通知一覧の項目追加・変更 

通知一覧を改修し、下記の検索項目と一覧項目が追加・変更となりました。 

 

＜回答(A)通知一覧 追加項目＞ 

検索項目：回答 ID/通知区分/通知元企業 

一覧項目：通知ステータス/受信日時/ステータス/区分 

 

＜回答(A)通知一覧 変更項目＞ 

検索項目：ステータス → 通知ステータス へ変更 

一覧項目：ステータス → 通知ステータス へ変更/区分 → 通知区分へ変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜依頼(R)通知一覧 追加項目＞ 

検索項目：依頼 ID/通知区分/仕入先コード/通知元企業 

一覧項目：通知ステータス/依頼送信日時/ステータス/区分/仕入先コード 

 

＜依頼(R)通知一覧 変更項目＞ 

検索項目：ステータス → 通知ステータス へ変更 

一覧項目：ステータス → 通知ステータス へ変更/区分 → 通知区分へ変更 
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４）通知一覧「承認」「却下」「確認」のボタン操作時のポップアップについて 

通知一覧のボタン操作におけるポップアップを改修しました。通知を承認もしくは却下するために必要な判断材

料として、依頼者/回答者からのメッセージを表示しました。通知に対応する際にご参考ください。 

 

＜回答(A) 通知一覧＞ 

依頼取下 承認時     依頼取下 却下時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜依頼(R) 通知一覧＞ 

回答取下 承認時     依頼取下否認 確認時 
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2023年 11月 30日リリース分 

５）通知一覧における「通知ステータス」の変化 

過去に受信していた通知につきましては、今回の通知・通知一覧の改修に伴い、今後の操作に影響が出ない

よう、以下の通り変更しております。万が一不具合などございましたら、お手数おかけしますがサポートデスクへ個

別にお問合せください。 

 

・通知に対応せずに後続のステータスに進み、既に不要となった未対応通知 

 →通知ステータスを「未対応」から「対応不要」に変更 

 

  ・依頼取下 もしくは 回答取下を「却下」した通知ステータス 

 →通知ステータスを「対応不可」から「対応済」に変更 

 

上記に伴い、過去の不要な未対応通知の件数が減ることで、左サイドメニューの依頼(R)や回答(A)の 

通知一覧の「未対応」の赤丸の数字も小さくなります。 
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【機能の改善】 支給品 HS問合せコード（999999）の動作改善 

[原産資格調査(D)]画面にて、仕入先＝依頼元の場合は、支給品 HS 問合せコード（999999）を用いて

支給品のサプライヤー証明書を取得できる機能がありますが、以下２つの動作を改善しました。 

 

1. 回答差戻や回答取下承認を行った場合の支給品 HS問合せコード（999999）の動き 

2. [原産資格調査(D)]詳細画面にて「原産資格判定」ボタン押下時に、支給品 HS 問合せコード

（999999）を用いている場合の表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）回答差戻や回答取下承認を行った場合の支給品 HS問合せコード（999999）の動き 

 

回答差戻や回答取下承認を行った場合に、調査中の「999999」の HS コードが依頼(R)と回答(A)の間で相

違する状況が発生していたため、このたび整理しました。システム改修時点で、ステータス「承認済」まで進んでお

らず、操作途中にある案件につきましても、後続操作は下記の通りとなります。 

 

【支給品 HS問合せコード（99999）を利用した依頼(R)の場合】 

回答差戻 回答を受領したステータス「回答済」の状態において、[調査依頼・回答受信(R)] 

詳細画面にて「差戻し」ボタンをクリックすると、HS コードは回答を受領した時の 

HS コードから「999999」に戻ります。調査(D)の構成品に紐づく場合は、 

調査(D)の構成品一覧の該当の明細の HS コードも「999999」に変化します。 

回答取下承認 回答取下を依頼(R)通知一覧にて承認すると、HS コードは回答を受領した時の 

HS コードから「999999」に戻ります。調査(D)の構成品に紐づく場合は、 

調査(D)の構成品一覧の該当の明細の HS コードも「999999」に変化します。 

 

支給品 HS 問合せコード（999999）をご利用の場合、回答差戻時には「差戻し」ボタンをクリック時、回答取

下承認は通知一覧にて「承認」ボタンをクリック時のポップアップにて、案内が表示されます。ご参考ください。  
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2023年 11月 30日リリース分 

＜依頼(R)詳細 「差戻し」ボタンクリック時の表示＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜依頼(R)通知一覧 回答取下にて「承認」ボタンクリック時の表示＞ 

 

 

 

 

 

 

 

２）[原産資格調査(D)]詳細画面にて「原産資格判定」ボタン押下時に、支給品 HS 問合せコード

（999999）を用いている場合の表示 

支給品 HS 問合せコード（999999）を利用している場合、[原産資格調査(D)]詳細画面の原産資格判定

を行うと、支給品 HS 問合せコード（999999）が使われている旨表示されるようになりました。また、支給品

HS 問合せコードが含まれている調査はシステム判定では「未達成」になります。支給品調査依頼を出して HS

コード・サプライヤー証明書を取得いただくか、VA ルールの場合は当該 HS コード「999999」を空欄とし判定を

進めることができます。 
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2023年 11月 30日リリース分 

【新機能】 依頼 R 依頼送信時における希望回答期限上書き機能の新設 

[調査依頼・回答受信(R)]メニューにおいて、依頼送信を行う際に希望回答期限を上書きできるようになりまし

た。依頼作成時と送信するときにタイムラグが生じても、依頼送信を行うタイミングで希望回答期限を修正いただ

けます。個別の[調査依頼・回答受信(R)]詳細画面と、[調査依頼・回答受信(R)]一覧から操作いただける

まとめて操作メニュー内の「依頼送信」両方に対応しました。 

 

＜[調査依頼・回答受信(R)] 詳細画面＞ 

「依頼送信」ボタンをクリック後のポップアップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜[調査依頼・回答受信(R)] 一覧画面＞ 

「まとめて操作 1：依頼送信」にて依頼送信する ID を選択し、「実行」ボタンをクリック後のポップアップ 
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2023年 11月 30日リリース分 

【機能の改善】 依頼 R 回答差戻時における希望回答期限の短縮制限 

[調査依頼・回答受信(R)]編集画面にて、差戻を行う際に、希望回答期限が短縮できてしまう不具合が起き

ておりました。長らくご不便をおかけしました。 

今般の改修では、差戻時の希望回答期限の入力のタイミングを、差戻内容送信時に変更しました。従来は

[調査依頼・回答受信(R)]編集画面にて行っていただいておりましたところ、入力欄が移動しましたのでご留意く

ださい。 

※初回の依頼送信時は、通常通り[調査依頼・回答受信(R)]編集画面で修正できます。 

 

＜回答差戻時の[調査依頼・回答受信(R)]編集画面＞ 

希望回答期限の入力欄には、差戻時のみ、送信時に更新できる旨を表示しています 

 

 

 

 

 

 

 

＜[調査依頼・回答受信(R)]詳細 差戻内容の送信時のポップアップ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【機能の改善】 HS コード変更において関連 IDの作業履歴への反映 

HS コードは[調査依頼・回答受信(R)]編集画面にて、依頼送信前や回答差戻時に変更できます。 

今般の改修では、支給品 HS 問合せコード（999999）を利用した場合にも、回答差戻時や回答取下承認

時に「999999」に戻るようになりました。 

また、依頼(R)に紐づく他の関連 ID においても、依頼(R)の操作によって HS コードが変更された旨が作業履

歴に反映されるようになりました。どのタイミングで HS コードが変更されたのか、関連 ID でも把握することができ

ます。 
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2023年 11月 30日リリース分 

HS コードを[調査依頼・回答受信(R)]編集画面にて変更すると、影響のある関連 ID を表示します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連 ID の作業履歴には、依頼 R の操作で HS コードが変更された旨記載されます 
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2023年 11月 30日リリース分 

【機能の改善】 調査 D/依頼 R における承認時のポップアップ内におけるご案内の追加 

JAFTAS ではメニューを行き来する操作が多く、メニューが変わる際に次の操作が分かりにくいというお声をいただ

いております。[原産資格調査(D)]もしくは[調査依頼・回答受信(R)]にて、最終ステータスまで進んだ後に関

連 ID での操作が必要な場合は、ご案内を表示するようにいたしました。 

調査(D)は「調査完了 承認」ボタンをクリック時に、依頼(R)は「承認」ボタンをクリック時に下記のポップアップが

表示されます。 

 

＜[原産資格調査(D)]詳細画面にて、「調査完了 承認」ボタンをクリックした時＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜[調査依頼・回答受信(R)]にて、「承認」ボタンをクリックした時＞ 
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2023年 11月 30日リリース分 

【新機能】 調査 D 構成品の階層をすべて開くボタンの新設 

[原産資格調査(D)]詳細画面の『（２）構成品の入力と原産資格判定』部にて、インポートや FTABOM

を利用された場合は階層構造を持つ構成品の一覧を作成できます。階層を開くには明細毎に個別に対応して

いただいておりましたが、この度「すべての階層を開く」、「すべての階層を閉じる」の表示を新設しました。なお、依

頼が紐づく階層は開閉できませんのでご留意ください。また、これらは、階層構造を持つ BOM が登録されている

時のみ、表示されます。階層構造をお使いの場合は、ぜひお役立てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新機能】回答 A 直接回答時の一時保存機能の新設 

[調査回答・回答送信(A)]メニューでは、根拠書類を添付して回答をする「直接回答」を選択できます。この直

接回答を入力する際に、一時保存が出来るようになりました。従来は一度に情報を入力しなければなりません

でしたが、今後は一時保存後に、入力していた続きから再開できます。 

また、従来は「直接回答」クリック後は、[調査回答・回答送信(A)]のステータスが調査完了まで進みましたが、

この度の改修により、「直接回答」クリック直後や一時保存状態の場合は、ステータス：確認中のままとなりま

す。「入力完了」をクリックすると、回答完了承認待のステータスに進みます 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

21/22 

 

2023年 11月 30日リリース分 

【機能の改善】 回答 A 依頼者メッセージの強調表示 

[調査依頼・回答受信(R)]詳細・編集 もしくは[調査回答・回答送信(A)]詳細・編集画面にて、依頼者のメ

ッセージが強調表示されるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【機能の改善】 FTA対象品 構成品（P）再利用ルートの閉鎖 ※契約利用者のみ対象 

FTA 対象品 構成品(P)にて従来は依頼再利用が行えておりましたが、今回の改修にて再利用は行えなくな

りました。理由は、業務内容として構成品登録の後に[調査依頼・回答受信(R)]を再利用する場面が少ない

ためです。この様な判断になりましたことをご理解いただきますよう、お願いいたします。 

【不具合の改修】 依頼 R 一覧ダウンロード時の不具合の解消 

2023 年 11 月 15 日付けでお知らせにも掲載いたしました通り、[調査依頼・回答受信(R)]一覧にてダウンロ

ードが行えない事象が発生しており、今般のシステムメンテナンスで改修を行いました。ご利用者様には大変ご

不便をおかけし申し訳ありませんでした。 

 

＜事象・原因＞ 

調査依頼・回答受信 (R)一覧を、検索項目「調査 ID」にて調査(D)の ID で絞り込みを行ったうえでダウンロ

ードボタンをクリックすると、ダウンロードが実行されず、読み込み状態が続く（2023/8/31 にリリースされた追加

機能に付随する障害） 

 

＜改修＞ 

検索項目「調査 ID」にて調査(D)の ID で絞り込みを行ってダウンロードが行えるようにいたしました。 
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2023年 11月 30日リリース分 

【不具合の改修】 回答 A アーカイブ・アーカイブ解除操作の不具合解消 

＜事象＞ 

[調査回答・回答送信(A)]詳細画面にて、「アーカイブ」が行えますが、本来であれば入力可能権限を持つユー

ザーがアーカイブを行えるところ、確定可能のユーザー以外の操作では権限エラーが表示されていました。 

 

＜改修＞ 

入力可能権限を持つユーザーがアーカイブを行えるように改修しました。 

 

【不具合の改修】 調査 D 構成品の階層明細における不具合の解消 

[原産資格調査(D)]詳細画面 [原産資格調査(D)]詳細画面の『（２）構成品の入力と原産資格判定』

部にて、階層を持つ BOM をインポートしている場合の不具合が確認されましたため、改修を行いましたました。 

 

＜事象＞ 

① 階層で登録した構成品を削除した場合、その上の階層も削除されてしまう 

② 最下層の構成品を削除すると、上の階層はグレーアウトされたままとなる 

③ 上層に複数仕入先を登録しながら下層で依頼を出す、という登録が出来てしまう 

 

＜改修＞ 

① 選択した構成品の明細のみ削除するようにしました 

② 削除した構成品の一つ上の階層で操作を行えるようにしました 

③ 階層構造を持つ構成品の場合は、複数仕入先が登録できないようにしました 

 

＜今回のリリースは以上です＞ 
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2023年 11月 2日リリース分 

■2023年 11月 2日リリース分 

【重要な変更】 日インドネシア協定の年次変更（HS2002→HS2017）について 

 

 

 

 

日インドネシア協定の品目別規則が改正され、2024 年 2 月 5 日から発効します。本件を受け、2023 年 11

月 3日より改正後の品目別規則を JAFTAS でご利用いただけます。 

JAFTAS においては、2023 年 11 月 3 日～2024 年 2 月 4 日を移行期間とします。移行期間中は、改正

前・改正後の両バージョンの品目別規則をご利用いただけます。下記に主な変更と注意事項を 2 点紹介しま

す。 

 

1. JAFTAS に追加した新協定「日インドネシア協定 2017」について 

2. 日インドネシア協定 2017 における 8708項 CTC ルール判定の注意点 

１）JAFTAS に追加した新協定「日インドネシア協定 2017」について 

2024 年 2 月 5 日より、日インドネシア協定の品目別規則の年次が HS2002 から HS2017 へ変更されます。

JAFTAS では HS2017 に対応した新協定として「日インドネシア協定 2017」を追加しました。 

現在ご利用いただいている HS2002 に基づく「日インドネシア協定」は、2024 年 2 月 4 日をもって、FTA 対象

品（E/P）メニューにおける新規の調査対象品登録および再調査機能を停止いたします。 

 

⚫ 「日インドネシア協定 2017」の協定コードは「IX」です。 

⚫ 過去に「日インドネシア協定」で作成した ID の詳細情報は移行期間後も引き続きご覧いただけます。 

 

詳細については以下の資料をご覧ください。 

日インドネシア協定 2017 スタートのお知らせ 回答者の皆様へ 

日インドネシア協定 2017 スタートのお知らせ 契約利用者の皆様へ 

２）日インドネシア協定 2017 における 8708項 CTC ルール判定の注意点 

日インドネシア協定 2017 では、8708 項において完成品と部分品の HS コードが同一になりました。そのため

CTSH が使用できません。ただし、「完成品」と「部分品」で品目別規則が細分化され、部分品から完成品への

変更は認められます。JAFTAS では細分化された品目別規則に対応しました。8708 項について、JAFTAS で

原産資格判定を行う際と根拠書類を作成する際の注意事項を下記の資料にてご案内しています。 

日インドネシア協定 HS2017 への変更にかかる CTC ルール判定の注意点（8708項）  

https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/indonesia2017start_general.pdf
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/indonesia2017start_contractor.pdf
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/indonesia2017_ctc.pdf
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2023年 11月 2日リリース分 

【新機能】 対比表・計算WS へのコメント追加機能搭載と明細番号の追加 

JAFTAS で自動生成される対比表・計算WS にコメントを追加できる新機能が搭載されました。 

[原産資格調査(D) 詳細] 画面内の『（２）構成品の入力と原産資格判定』部に「追加情報の入力」欄

が新設され、この欄内の枠の中に入力し、「追加情報を保存」をクリックすると、対比表・計算 WS の PDF ファ

イルの最終ページに＜6.追加情報＞として印字されます。構成品についての補足情報や、生産内容や生産場

所の補足説明等にお使いください。 

併せて「明細番号」の項目も追加し、対比表・計算 WS に表示されるようになりました。対比表・計算 WS には

品番は表示されないため、各構成品に関するコメントは、明細番号を明記し記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加情報に入力し対比表・計算WS を出力した例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、前述の日インドネシア協定 2017 への変更にかかる CTC ルール判定の注意点（8708 項）でも追加

情報欄の入力が必要になる場合がございます。あわせてご確認いただけますと幸いです。  

対比表・計算WS に明細番号が表示されます 

 

https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/indonesia2017_ctc.pdf
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2023年 11月 2日リリース分 

 

【機能の改善】 おしらせ内の URL をリンクに変更 

JAFTAS ログイン後のトップページにお知らせを掲載しておりますが、個々のお知らせ内における資料の URL を

直接クリックし、遷移できるようになりました。 

今後も JAFTAS に関する機能改善などのお知らせなどを行います。ぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【機能の改善】 ユーザー情報 インポートデータの日付入力項目について形式を改善 

[ユーザー 一覧]画面にてユーザー情報のデータをダウンロードいただけますが、利用開始日や利用終了日など

の日付の入力形式がダウンロード時とインポート時で JAFTAS 内にて異なる形式を採用していたため、インポー

ト時にはダウンロードしたデータを修正頂く必要がありました。 

 

今回の改修ではダウンロードいただいたデータ形式のまま、日付部分もアップロードにて利用できるようになりました。

なお、システムでの読み込み形式の変更の為、I/F に変更はございません。 

 

【不具合の改修】 ボタンクリック時の動作不良の改善 

＜事象＞ 

JAFTAS では後続の操作に進む際にボタンをクリックいただきますが、ボタンクリック時に意図した動作にならない

事象が発生していました。具体的には、ボタンに記載されているアイコン部分 をクリックした際に、 

ポップアップが正しく動かないなどの不具合がありました。 

 

＜改修＞ 

今回のリリースにて動作不良を改善しました。以下は改修対象のボタンの一例です。 
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2023年 11月 2日リリース分 

【不具合の改修】 回答 A一覧 検索項目「納品先」絞込不具合の改修 

＜事象＞ 

[調査回答・回答送信(A)]一覧の検索項目の「納品先」の検索項目において、納品先企業（＝依頼者 

だけでなく、生産者に該当企業名が含まれている場合、検索結果に表示されていました。 

 

＜改修＞ 

「納品先」の項目は納品先企業のみで絞込するよう修正しました。 

 

【その他】 よくある質問集 Q9-5 にてマニュアルのページ表示について解説 

マニュアルのリンクをクリックしても該当ページに遷移しない現象があるとのお声をいただきました。 

よくあるご質問集Q9-5 にて解消方法をご案内していますので、お困りの方はご確認ください。 

 よくある質問集 Q9-5.マニュアルのリンクをクリックしても該当ページに遷移しません 

 

 

＜今回のリリースは以上です＞ 

 

 

 

 

https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/faq.pdf
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2023年 10月 12日リリース分 

■2023年 10月 12日リリース分 

【機能の改善】 FTA用 BOM一覧画面の読み込み速度改善 

［原産資格調査（D）］メニュー内の「FTA 用 BOM」につきまして、FTA 用 BOM 一覧読み込み時のス

ピードを改善し、検索後の一覧表示が早くなりました。 

 

※FTA用 BOM とは 

原産資格調査に使用する構成品（BOM）をあらかじめ JAFTAS に登録できます。原産資格調査の効率化

にぜひお役立てください。（参照 D）原産資格調査の機能 D11-2）FTA用 BOM） 

 

 

 

 

 

【機能の改善】 FTA用 BOM一覧、詳細画面の一部表記の変更 

適用規則について、一覧と詳細画面の表記を一部変更しました。 

変更前）カテゴリーB 

変更後）原産材料のみから生産される産品 

 

 

 

 

 

 

  

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
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2023年 10月 12日リリース分 

【機能の改善】 原産資格調査 D 調査完了時の動きの改善 

[原産資格調査（D）]詳細画面にて原産資格調査を完了させる際に、複数の原産品の基準や品目別規

則のタブ内に、調査依頼中の構成品があることをより分かりやすくお伝えするように改善しました。 

今までは「依頼中の構成品があります」というエラーメッセージ表示のみで、依頼中の構成品をご自身で探してい

ただいておりましたが、エラーメッセージの内容で該当のタブが分かるようにし、構成品の一覧では対象の構成品

を赤くハイライトするため一目で分かるようになります。 

 

 

 

 

また、「原産材料のみ」のタブの中に構成品の情報が登録されている場合は、［原産資格調査（D）］編集

画面にて品目別原産地規則など原産品の基準を変更した場合でも、詳細画面にて引き続き「原産材料のみ」

のタブを表示するように変更しました。依頼中の構成品を確認しやすくなりました。 

 

 

 

 

 

【不具合の解消】原産資格調査 D 画面内 日商判定結果・日商判定番号入力時の不具合の解消 

＜事象＞ 

［原産資格調査（D）］詳細画面にて、ステータス「JCCI 審査中」に画面下部「JCCI 審査完了」ボタンを

押下すると STEP1 ～STEP3 まで日商判定結果、日商判定番号、同意通知期限を入力するポップアップが

表示されますが、順番通りに操作しなかった場合に必要な STEP が表示されないなどの不具合が発生しており

ました。 

 

＜改修＞ 

不具合が発生しないよう改修を行いました。ご不便をおかけし申し訳ありませんでした。 

また、ポップアップ内で「未達成」を選択した場合、編集画面にて登録していた日商判定番号はクリアされるよう

になります。 

 

＜今回のリリースは以上です＞ 
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2023年 9月 21日リリース分 

■2023年 9月 21日リリース分 

 

<2023年 9月 22日 17：00追記＞ 

【機能の改善】 回答 A 日商企業登録番号の登録チェックの追加について 

［調査回答・回答送信（A）］メニューから［原産資格調査（D）］を作成する際、回答方法が同意通

知の場合は企業情報に日商企業登録番号のご登録がお済みかどうかのチェックを追加しました。 

本改修により、日商企業登録番号をご登録でない利用者様に対しては、下記のメッセージが表示されるよう

になりました。皆様におかれてはお手数ですが、自社の日商企業登録番号をご確認のうえ、JAFTAS へのご登

録をお願いいたします。ご不明点は JAFTAS サポートデスクまで問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

＜2023年 9月 22日 17：00追記分は以上です＞ 

 

【機能の改善】 JAFTAS外資料取込後の依頼 R 操作権限の改善 

［調査回答・回答送信（A）］メニューもしくは［原産資格調査（D）］メニューにて、JAFTAS 外資料

取込（システム外・自社調査結果）を行った依頼 ID に限り、ユーザーが依頼 R の権限を持たなくても、登録

後の依頼 R画面の確認や操作、添付ファイルのダウンロードができるようになりました。 

従来は JAFTAS 外資料取込として登録した依頼 R の ID を確認するには、依頼 R の権限が必要でした。

今般の改修では、JAFTAS 外資料取込によって作成された依頼 R の ID に関する作業および添付ファイル閲

覧権限を、当該依頼 R を作成する元の業務（回答 A または調査 D）の権限と同一にしました。次ページより

改修内容の詳細をご案内します。 

  



 

2/7 

 

2023年 9月 21日リリース分 

  

1）調査回答・回答送信（A）から登録した JAFTS外資料取込について 

依頼 R の権限がなくても、回答 A 画面からリンクを経由して JAFTAS 外資料取込後の画面を確認できるよう

になりました。従来表示されていた ID の先頭に記載される「依頼」の表示は、JAFTAS 外資料取込の場合

は「システム外」もしくは「自社調査結果」と表示するよう変更しました。 

 

＜システム外（外製品）の場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自社調査結果（内製品）の場合＞ 
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2023年 9月 21日リリース分 

 

＜権限の組み合わせによる変更点について＞ 

① グループ・仕分けルールが設定されていない場合 

画面権限の組み合わせ システム外取込・自社調査結果 登録後の R詳細/編集 画面 

回答 A権限 依頼 R権限 閲覧/画面操作 添付ファイルダウンロード 

確定可能 

・ 

入力可能 

確定可能 ○ ○ 

入力可能 ○ ○ 

閲覧可能 ○ ○ 

閲覧不可   ○※1 ○ 

＝ 従来からの変更点 

 
※1依頼 R の権限が閲覧不可の場合 

JAFTAS 外資料取込で登録した依頼 R の詳細画面から依頼 R 一覧へ遷移できません。依頼 R 一覧は従

来の権限通り閲覧不可となります。他の依頼 R の IDは見れないため、ご安心ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 取引先企業の限定によるグループ・仕分けルールが設定されている場合 

画面権限の組み合わせ 
システム外取込 登録後の 

R詳細/編集 画面 

自社調査結果 登録後の 

R詳細/編集画面 

回答 A権限 依頼 R権限 
閲覧/ 

画面操作 

添付ファイル 

ダウンロード 

閲覧/ 

画面操作 

添付ファイル 

ダウンロード 

確定可能 

・ 

入力可能 

確定可能   ○※2 ○ ○ ○ 

入力可能   ○※2 ○ ○ ○ 

閲覧可能   ○※2 ○ ○ ○ 

閲覧不可   ○※1 ○ ○ ○ 

＝ 従来からの変更点 
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2023年 9月 21日リリース分 

 

※2取引先企業で仕分けルール・グループ設定されている場合、システム外取込（＝他社の調査結果）は 

依頼 R一覧画面では🔎と✎マークが表示されないため、依頼 R一覧画面からは詳細を確認できません。 

回答 A画面を経由して確認いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 自社品番の限定によるグループ・仕分けルールが設定されている場合 

画面権限の組み合わせ 
システム外取込 登録後の 

R詳細/編集 画面 

自社調査結果 登録後の 

R詳細/編集画面 

回答 A権限 依頼 R権限 
閲覧/ 

画面操作 

添付ファイル 

ダウンロード 

閲覧/ 

画面操作 

添付ファイル 

ダウンロード 

確定可能 

・ 

入力可能 

確定可能 ○ ○ ○ ○ 

入力可能 ○ ○ ○ ○ 

閲覧可能 ○ ○ ○ ○ 

閲覧不可   ○※1 ○ ○ ○ 

＝ 従来からの変更点 

  

取引先企業でグループ設定がされている場合、 

依頼 R一覧からは確認できません。 

必ず回答 A画面を経由してください。 
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2023年 9月 21日リリース分 

2）原産資格調査（D）から登録した JAFTS外資料取込について 

［原産資格調査（D）］詳細画面内の構成品一覧の依頼 ID 欄に従来通り表示されます。依頼 R の権

限がなくても、構成品一覧からのリンクを経由して JAFTAS 外資料取込後の画面を確認できるようになりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜権限の組み合わせによる変更点について＞ 

① グループ・仕分けルールが設定されていない場合 

画面権限の組み合わせ システム外取込・自社調査結果 登録後の R詳細/編集 画面 

調査 D権限 依頼 R権限 閲覧/画面操作 添付ファイルダウンロード 

確定可能 

・ 

入力可能 

確定可能 ○ ○ 

入力可能 ○ ○ 

閲覧可能 ○ ○ 

閲覧不可   ○※1 ○ 

＝ 従来からの変更点 

 
※1依頼 R の権限が閲覧不可の場合 

JAFTAS 外資料取込で登録した依頼 R の詳細画面から依頼 R 一覧へ遷移できません。依頼 R 一覧は従

来の権限通り閲覧不可となります。他の依頼 R の IDは見れないため、ご安心ください。 
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2023年 9月 21日リリース分 

② 取引先企業の限定によるグループ・仕分けルールが設定されている場合 

画面権限の組み合わせ 
システム外取込 登録後の 

R詳細/編集 画面 

自社調査結果 登録後の 

R詳細/編集画面 

調査 D権限 依頼 R権限 
閲覧/ 

画面操作 

添付ファイル 

ダウンロード 

閲覧/ 

画面操作 

添付ファイル 

ダウンロード 

確定可能 

・ 

入力可能 

確定可能   ○※2 ○ ○ ○ 

入力可能   ○※2 ○ ○ ○ 

閲覧可能   ○※2 ○ ○ ○ 

閲覧不可   ○※1 ○ ○ ○ 

＝ 従来からの変更点 

 
※2取引先企業で仕分けルール・グループ設定されている場合、システム外取込（＝他社の調査結果）は 

依頼 R一覧画面では🔎と✎マークが表示されないため、依頼 R一覧画面からは詳細を確認できません。 

調査 D画面の構成品一覧を経由して確認いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 自社品番の限定によるグループ・仕分けルールが設定されている場合  

画面権限の組み合わせ 
システム外取込 登録後の 

R詳細/編集 画面 

自社調査結果 登録後の 

R詳細/編集画面 

調査 D権限 依頼 R権限 
閲覧/ 

画面操作 

添付ファイル 

ダウンロード 

閲覧/ 

画面操作 

添付ファイル 

ダウンロード 

確定可能 

・ 

入力可能 

確定可能 ○ ○ ○ ○ 

入力可能 ○ ○ ○ ○ 

閲覧可能 ○ ○ ○ ○ 

閲覧不可   ○※1 ○ ○ ○ 

＝ 従来からの変更点 （構成品がグループに設定されていないことを想定）  

取引先企業でグループ設定がされている場合、 

依頼 R一覧からは確認できません。必ず 

調査 D画面の構成品一覧を経由してください。 

 



 

7/7 

 

2023年 9月 21日リリース分 

【機能の改善】 I メニュー、ユーザー設定メニュー カレンダー日付選択を手入力可能へ改善 

・日付を手入力できるようになりました 

＜対象＞ 

原産資格証明書（I）一覧 発行日 ／ 原産資格証明書（I）発行 有効期限、完結日 

ユーザー一覧 利用期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【不具合の解消】 I メニュー カレンダー選択時の不具合の改善 ※契約利用者のみ対象 

前回 2023/8/31 リリースにて、原産資格証明書（I） 一覧のカレンダーが選択しづらい事象をご連絡しており

ました。カレンダー表示を改善し、検索項目の下に表示するようにしました。 

 

 

 

＜今回のリリースは以上です＞ 
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2023年 8月 31日リリース分 

■2023年 8月 31日リリース分 

【機能の改善】 R/A/D/E/P/I ダウンロード、A一括受付インポートの項目名の変更と新規追加 

各メニュー一覧のダウンロード項目名を一部変更し、新規項目を追加しました。以前リリースした各メニューの一

覧画面の更新も反映しています。 

本リリースノートでは変更点のみご案内します。全体のダウンロード項目については 別添資料１-２）ダウンロー

ドデータの仕様について も合わせてご確認ください。 

 

＜参考＞改修済みのメニュー 【機能の改善】（P）メニューの一覧画面を更新 

    【機能の改善】（E）メニューの一覧画面を更新 

    【機能の改善】（R）（A）（D）メニューの一覧画面を更新 

1）調査依頼・回答受信（R）ダウンロード 

 

【項目名の変更】 

No. 変更後 変更前 

3 仕入先回答 ID 回答 ID 

55 調査件数 付随調査件数 

 

【新規追加】 

No. 項目名 概要 

73 作業担当者所属部署 対象品の作業担当者所属部署 

74 作業担当者 対象品の作業担当者 

75 作成元回答 ID 依頼 ID を回答から作成した場合に作成元の回答 ID を表示 

76 調査 ID（件数） 依頼 ID に紐づく調査 ID の件数を表示 

77 過去同意通知期限 過去（のうち最新のもの）に同産品を調査したときの 

回答者から通知された同意通知期限 

yyyy/mm/dd形式 

78 回答者添付ファイル有無 回答者が回答時に回答内容欄の添付ファイル欄に資料を添付

している場合は「〇」を表示 

79 課金対象 依頼 ID が課金対象である場合は「〇」を表示 

（内製品調査利用料として課金する場合は「◎」を出力） 

※契約利用者・JAFTAS Lite利用者のみ 

  

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01-2.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01-2.pdf
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2023年 8月 31日リリース分 

2）調査回答・回答送信（A）ダウンロード、調査回答・回答送信（A）一括受付 インポート 

 

【項目名の変更】 

No. 変更後 変更前 

3 納品先依頼 ID 依頼 ID 

34 同意通知先企業名 同意通知先会社名 

42 親調査品番依頼 ID 支給品依頼 ID 

56 調査件数 付随調査件数 

 

【新規追加】 

No. 項目名 概要 

76 作業担当者所属部署 対象品の作業担当者所属部署 

77 作業担当者 対象品の作業担当者 

78 当回答からの依頼 ID 回答 ID に紐づく依頼 ID を表示 

 

3）原産資格調査（D）ダウンロード 

 

【項目名の変更】 

なし 

 

【新規追加】 

No. 項目名 概要 

57 作業担当者所属部署 対象品の作業担当者所属部署 

58 作業担当者 対象品の作業担当者 

59 調査件数 対象品およびその構成品に対して作成された調査件数の合計 

60 輸入通関国 調査起点企業が設定している場合は 

輸入通関国を文字列で表示 

61 依頼 ID（件数） 調査 ID の構成品に紐づく依頼 ID の件数 

62 課金対象 調査 ID が課金対象である場合は「〇」を表示 

※契約利用者・JAFTAS Lite利用者のみ 

※判定さんプランの場合も、（E/P）より作成した調査 ID は、調

査を完了した時に「〇」を表示（料金は発生しない） 
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2023年 8月 31日リリース分 

4）FTA対象品（輸出品）（E）ダウンロード ※契約利用者のみ対象 

 

【項目名の変更】 

No. 変更後 変更前 

10 作業担当者所属部署 担当者所属部署 

11 作業担当者 担当者 

 

【新規追加】 

No. 項目名 概要 

69 調査件数 対象品およびその構成品に対して作成された調査件数の合計 

 

5）FTA対象品（構成品）（P）ダウンロード ※契約利用者のみ対象 

 

【項目名の変更】 

No. 変更後 変更前 

10 作業担当者所属部署 担当者所属部署 

11 作業担当者 担当者 

 

【新規追加】 

No. 項目名 概要 

69 調査件数 対象品およびその構成品に対して作成された調査件数の合計 

 

6）原産資格証明書（I）申告文情報 Excel ダウンロード 

 

【項目名の変更】 

なし 

 

【新規追加】 

No. 項目名 概要 

11 輸出品 ID 申告文データ出力時に選択した輸出品 ID 

 

 

 



 

4/7 

 

2023年 8月 31日リリース分 

【新機能】 原産資格証明書（I）一覧のダウンロードの新設 ※契約利用者のみ対象 

［原産資格証明書（I）一覧］ 画面のダウンロードを新設しました。 

具体的なダウンロード項目につきましては 別添資料１-２）ダウンロードデータの仕様について の Y17）原産

資格証明書（I）一覧 ダウンロード をご確認ください。 

 

なお、ご利用のブラウザーによっては、原産資格証明書（I）一覧の検索項目にて、「発行日」の日付指定が

行いにくい事象を確認しています。ご面倒をおかけし大変恐縮ですが、修正が完了するまでは、他の検索項目

にて絞り込みをいただきますよう、お願いいたします。 

【機能の改善】 入力制限文字数を超えた際のリアルタイムお知らせ機能 追加対応 ※一部入力欄対象 

2023/8/3 リリースでご案内いたしました、入力制限文字数を超えた際のリアルタイムお知らせ機能について、対

象となる画面と入力欄を増やしました。情報入力の際に、文字数超過の有無をその場で確認いただけます。 

＜対応詳細＞【機能の改善】 入力制限文字数を超えた際のリアルタイムお知らせ機能を追加 ※一部入力

欄対象 

 

＜追加対応欄＞ 

［調査依頼・回答受信（R）編集］画面 

担当者、所属部署、同意通知先企業名、メッセージ 

 

［原産資格調査（D）編集］画面 

  資料作成者部署、資料作成者氏名、申請者所属部署、申請者名 

 

［調査対象構成品 登録／編集］画面 

［調査対象構成品 一括登録］画面 

［かんたんモード 調査対象構成品 一括登録］画面 

  品番、補助品番、構成品名（英）、構成品名（日） 

 

［FOB／EXW 登録／編集］画面 

  品番、補助品番 

 

［仕入先追加申請・招待］画面 

  法人検索ポップアップ内の法人番号欄 

 

 

  

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01-2.pdf
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2023年 8月 31日リリース分 

【機能の改善】 原産資格調査（D）『構成品の入力と原産資格判定』 表示速度の改善 

原産資格調査（D）詳細画面において、大量の構成品データをご登録いただくと、［原産資格調査（D）

詳細］画面を読み込んだ際の『（2）構成品の入力と原産資格判定』部の表示が遅くなり、ご不便をおかけし

ておりました。この度『（2）構成品の入力と原産資格判定』部につきまして、表示速度の改善を行いました。

従来よりもデータ表示をお待ちいただく時間が短くなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【不具合の解消】 招待画面にて発生していた不具合の解消 

＜事象＞ 

2 社以上の会社から JAFTAS への招待を受けた際において、JAFTAS への登録が完了した後に、登録作業

を行わなかった招待メールの URL をクリックするとシステムエラーが発生しておりました。 

 

＜改修＞ 

既に企業登録が完了している旨のメッセージが表示されるように修正を行いました。 

 

 

 

  

https://～ 

表示速度を改善しました 
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2023年 8月 31日リリース分 

【不具合の解消】 E/P 社名変更した仕入先に対しての「再調査」実施時の不具合の解消 

＜事象＞ 

登録済みの FTA 対象品 E/P から「再調査」にて新たな依頼 ID を作成した場合において、当該企業の社名

が当初登録時から変更されていても、旧社名の仕入先名での依頼 ID が作成されてしまう不具合が発生して

おりました。 

 

＜改修＞ 

「再調査」にて新たな依頼 ID を作成する際には、仕入先名に新社名が指定された依頼となるよう改修を行い

ました。 

 

＜本改修に伴う「同意通知先企業名／同意通知先企業登録番号」について＞ 

これまで E/P にて外製品の「再調査」を行う場合には E/P と依頼 R が同時に作成されておりましたが、今回

の改修で、既存の FTA 対象品 E/P の情報をコピーし、そこから新たに依頼 ID を作成するように仕組みを変

更しました。このため、FTA 対象品（輸出品）E の「再調査」機能を使用した際は依頼 R に登録される同意

通知先情報に以下の変更が生じます。 

改修後は、第三者証明制度の協定で「再調査」機能を使う場合、再調査で作成した依頼 ID に表示され

る同意通知先企業名／同意通知先企業登録番号は自社の情報となります。 

従いまして、同意通知先企業名/同意通知先企業登録番号を［調査依頼・回答受信（R）編集］画面、

［FTA 対象品（輸出品）（E）インポート］にて他社に変更されている場合、「再調査」機能をご利用いた

だく際は、調査依頼を送信する前に同意通知先企業名/同意通知先企業登録番号をご確認ください。 

同意通知先企業名／同意通知先企業登録番号を他社に変更して調査依頼や定期原産性維持確認を

行われる場合、「再調査」機能のほかに、FTA 対象品（輸出品）インポート登録など、ご利用される状況に

合わせてご検討・ご選択ください。 

 

不明点ございましたら JAFTAS サポートデスクにお問合せください。個別の状況に合わせてご案内します。 
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2023年 8月 31日リリース分 

【不具合の解消】関連 IDの操作で E/Pのアーカイブが解除される不具合の解消 ※契約利用者のみ対象 

＜事象＞ 

FTA 対象品（輸出品）（E）または FTA 対象品（構成品）（P）においてアーカイブを行った後に、当該

ID に紐づく関連する依頼 ID もしくは調査 ID のステータスが変更されると、E/P のアーカイブが解除されてしま

う事象が発生しておりました。 

 

＜改修＞ 

関連 ID のステータスが変更されても、FTA 対象品（輸出品）（E）または FTA 対象品（構成品）（P）

のアーカイブが解除されないように改修を行いました。本事象に該当し、アーカイブが解除されてしまった輸出品

ID または構成品 ID が存在する企業様へは該当の ID と共に個別にご連絡いたします。大変お手数おかけい

たしますが、輸出品もしくは構成品の該当の ID の再アーカイブを行っていただけますと幸いです。 

 

【不具合の解消】輸出品と原産資格調査間の判定結果の連携不具合の解消 ※契約利用者のみ対象 

＜事象＞ 

原産資格調査（D）の調査が未完了の状態であっても、FTA 対象品（輸出品）（E）の編集/詳細画面

の調査結果欄に、調査途中の調査結果が表示される不具合が発生しておりました。 

 

＜改修＞ 

FTA 対象品（輸出品）（E）の調査結果欄においては、最終的に確定した調査結果を表示するように改

修しました。 

 

＜今回のリリースは以上です＞ 
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2023年 8月 3日リリース 

■2023年 8月 3日リリース分 

【機能の改善】 パスワード設定画面の改善 

ログインパスワードの設定・再設定時にパスワード設定条件通りに入力されているか確かめる方法がなく、長らく

ご不便をおかけしておりました。皆様のご要望を反映し、パスワード設定画面に下記 2点の改修を行いました。 

・パスワード設定条件が入力欄すぐ下に箇条書きで表示され、条件を満たすと緑色に変化します 

・入力中のパスワードは目マークをクリックすることで確認できるようになりました 

 

【機能の改善】 入力制限文字数を超えた際のリアルタイムお知らせ機能を追加 ※一部入力欄対象 

一部の入力欄につき、入力可能な文字数の制限をオーバーしていることに気づかず、情報が不足した状態で保

存されてしまう懸念がございました。 

今回、入力中の欄の背景を黄色にし、現在の文字数を表示して文字数超過をリアルタイムにお知らせする改修

を行いました。この改修により、入力制限を超えたことを保存する前の操作中にお伝えできるようになりました。 

 

なお、文字数制限を超過したまま入力内容を保存した場合は、従来通り一旦画面を再読み込みした後に、該

当箇所に赤いハイライトがされ文字数超過のエラーが表示されます。 

 

条件を満たすと緑色になります 

目マークをクリックすると、入力中の内容を確認できます 
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2023年 8月 3日リリース分 

＜対象の画面・入力欄＞ 

調査依頼・回答受信（R）手動登録画面： JAFTAS外の資料取込 欄内 

調査対象品の仕入先企業名（日） 

調査対象品の仕入先企業名（英）、調査対象品の仕入先住所（英） 

生産者企業名、生産工場名、生産工場住所 

調査回答・回答送信（A）受付画面： 調査内容 欄内 

品番、補助品番、品名（英）、品名（日） 
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2023年 8月 3日リリース分 

調査回答・回答送信（A）編集画面： 回答内容 欄内 

住所（日）、住所（英）、担当者（日）、担当者（英） 

所属部署（日）所属部署（英）、メッセージ 

調査回答・回答送信（A）編集画面：調査結果、回答内容 欄内 ※直接回答を選択した場合 

生産者名、企業名（英）、住所（日）、住所（英）、生産工場名、生産工場住所 

原産資格調査（D）編集画面：（１）生産と特恵基準 ①生産内容の確認 欄内 

生産会社名（※契約利用者様にて輸出者判定時のみ） 

生産工場名、生産工場住所 

 

＜今回のリリースは以上です＞ 
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2023年 7月 13日リリース分 

■2023年 7月 13日リリース分 

【機能の改善】（P）メニューの一覧画面を更新 ※契約利用者にのみ表示 

（R）（A）（D）（E）メニューの一覧の改修に続きまして、この度、FTA対象品（P）メニューの 

一覧画面をリニューアルいたしました。 

  ※今般の改修において、一覧画面のダウンロードの仕様は変更しておりません。 

  ＜参考＞改修済のメニュー：【機能の改善】（R）（A）（D）メニューの一覧画面を更新 

      【機能の改善】（E）メニューの一覧画面を更新 

１）検索項目の変更点 

 ・日付を手入力できるようになりました/期間を指定して検索する項目を追加しました： 

 登録日、有効期限、回答日、完結日 

 ・検索項目を追加しました：仕入先コード 

※「企業 ID」および「企業名」および「部署名」を参考情報として表示しますが、検索対象は「仕入先コード」のみとなり

ます。なお、部署名は取引先企業管理＞仕入先一覧＞仕入先編集画面にて部署名を設定している場合のみ 

参考表示します。社名での検索は、「仕入先」検索欄（名称検索）をご活用ください。 

※「未設定」で検索した場合、依頼先が自社である対象品が検索結果へ表示されます。 

・項目名を変更しました：担当者⇒作業担当者、担当者所属部署⇒作業担当者所属部署 

・検索方法をプルダウン検索へ変更しました：作業担当者所属部署 

・検索対象を複数設定できるようになりました：使用判定基準 

新規追加：「仕入先コード」 

 

 

 

 

 

項目名変更 

日付手入力、期間の指定 

プルダウン表示 

複数選択可 

日付手入力、期間の指定 
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2023年 7月 13日リリース分 

 

２）一覧項目の変更点 

・項目を追加しました：仕入先コード 

・項目名を変更しました：担当者所属部署⇒作業担当者所属部署、担当者⇒作業担当者 

 

 

 

【不具合の改修】（R）一覧のダウンロードデータで自社宛依頼の調査種別が正しく表示されない不具合  

※契約利用者のみ対象 

＜事象＞ 

調査依頼・回答受信（R）一覧のダウンロードデータにて「調査種別」が表示されますが、自社宛の依頼

（R）を構成品（P）から作成した場合は調査種別に「外製品」と表示される不具合が発生しておりました。 

 

＜改修＞ 

「調査種別」には自社宛の依頼（R）の場合は「内製品」と表示されるように改修を行いました。過去に作成

したデータで自社宛にも関わらず「外製品」と表示されているデータは、別途 7/20（木）のシステムメンテナン

スにて「内製品」と表示するよう一律変更を行います。 

  

 

複数仕入先を登録する場合

に限り、仕入先情報が空白で

は登録できないように改修しま

した。新規追加：「仕入先コ

ード」 
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2023年 7月 13日リリース分 

【不具合の改修】 原産資格調査(D)構成品の複数仕入先が空白登録できることに起因する不具合 

＜事象＞ 

原産資格調査（D）詳細画面では、『構成品の入力と原産資格判定』部の「構成品追加」ボタンをクリック、

もしくは表示されている構成品の✎マークをクリックした後［調査対象構成品 登録］もしくは［調査対象構

成品 編集］の画面に遷移します。 

この[調査対象構成品 登録・編集]画面にて、１つの構成品に対し複数の仕入先を登録することが可能で

すが、仕入先情報を入れない空白の仕入先行が複数登録できる事象が発生していました。 

１つの構成品に対し仕入先情報の空白が複数存在する場合、原産資格判定後も当該構成品が「達成」

にならない不具合に繋がっておりました。 

 

＜改修＞ 

複数仕入先を登録する場合に限り、仕入先情報が空白では登録できないよう改修を行いました。 

 

 

過去の原産資格調査にて空白の仕入先情報が複数登録されているデータに関しては、7/20（木）のシス

テムメンテナンスにて空白の仕入先は削除し、今後の調査に影響が無いようにいたします。対象の企業様へは

JAFTAS トップ画面のお知らせへご変更内容の詳細を掲載いたします。 

お手数ですがご確認を宜しくお願い申し上げます。 

 

 

＜今回のリリースは以上です＞ 
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2023年 6月 22日リリース分 

■2023年 6月 22日リリース分 

【機能の改善】（E）メニューの一覧画面を更新 ※契約利用者・Lite利用者にのみ表示 

（R）（A）（D）メニューの一覧の改修に続きまして、この度、FTA 対象品（E）メニューの一覧画面をリニ

ューアルいたしました。 

※今般の改修において、一覧画面のダウンロードの仕様は変更しておりません。 

※FTA対象品（P）メニュー（※契約利用者）についても同様の改修を予定しております。 

＜参考＞改修済のメニュー：【機能の改善】（R）（A）（D）メニューの一覧画面を更新 

１）検索項目の変更点 

・日付を手入力できるようになりました /期間を指定して検索する項目を追加しました： 

登録日、有効期限、回答日、完結日 

・検索項目を追加しました：仕入先コード 

※「企業 ID」および「企業名」および「部署名」を参考情報として表示しますが、検索対象は「仕入先コード」のみとな

ります。なお、部署名は取引先企業管理＞仕入先一覧＞仕入先編集画面にて部署名を設定している場合のみ

参考表示します。社名での検索は、「仕入先」検索欄（名称検索）をご活用ください。 

※「未設定」で検索した場合、自社内製品または輸出者判定品が検索結果へ表示されます。 

・項目名を変更しました：担当者⇒作業担当者、担当者所属部署⇒作業担当者所属部署 

・検索方法をプルダウン検索へ変更しました：作業担当者所属部署 

・検索対象を複数設定できるようになりました：使用判定基準 

新規追加：「仕入先コード」 

 

 

 

 

 

項目名変更 

日付手入力、期間の指定 

プルダウン表示 

複数選択可 

日付手入力、期間の指定 
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2023年 6月 22日リリース分 

２）一覧項目の変更点 

・項目を追加しました：仕入先コード 

・項目名を変更しました：担当者所属部署⇒作業担当者所属部署、担当者⇒作業担当者、 

付随調査件数⇒調査件数 

 

 

 

＜今回のリリース分は以上です＞  

 

新規追加：「仕入先コード」 
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2023年 6月 1日リリース分 

■2023年 6月 1日リリース分 

【機能の改善】（R）（A）アーカイブ済の案件はメニューバーのカウント表示から除外 

・JAFTAS をご利用いただく中でご不要となるデータ（ID）が発生した場合、当該 ID をアーカイブ（非表示）

いただくことが可能です。これまで、アーカイブ機能をご利用いただくと、アーカイブした ID は各メニューの一覧画

面においては非表示となりますが、画面左側のメニューバーに表示される件数カウントには含まれておりました

（仕掛中の案件数）。 

＜参考＞【ご要望＝不要になったデータを非表示にしたい・削除したい】 

 

・アーカイブ済の ID は元々ご不要となったデータであることから、今般の改修により、たとえ仕掛中の案件であっ

たとしても、アーカイブ済の ID はメニューバーの件数カウントから除外するようにいたしました。 

 

＜改修対象のメニュー＞ 

◆調査依頼・回答受信（R）： 

-未送信 

-調査中 

-承認前 

 

◆調査回答・回答送信（A）： 

-受付前 

-調査中 

-回答前 

 

 

 

※[通知一覧]および[原産資格喪失通知一覧]については、通知の対応が済んでいない場合は、アーカイブ

済の ID も含む件数が引き続き表示されます。 

※[ダッシュボード]へ表示される件数については、アーカイブ済の ID も含む件数が引き続き表示されます。 

  

 

アーカイブ済の ID を含む  

 

 
アーカイブ済の ID を含む 

アーカイブ済の ID を含まない 

アーカイブ済の ID を含まない 

https://guidance.jaftas.jp/05_releasenote/releasenote_2021_2022.pdf#page=24
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2023年 6月 1日リリース分 

【機能の改善】（R）（A）詳細/編集画面の「附随調査件数」を「調査件数」に変更 

今般の改修により、調査依頼・回答受信（R）および調査回答・回答送信（A）の詳細/編集画面において、

原産資格調査の調査結果欄に表示される「付随調査件数」の項目名を、「調査件数」へ変更いたしました。 

※「調査件数」欄へは、対象の ID に紐づく調査 ID の合計数を表示しております。 

＜参考＞よくあるご質問集：Q2-8. 「調査件数」とは何をカウントする数字ですか？ 

※各メニューの一覧やダウンロードおける表示を、「付随調査件数」から「調査件数」へ随時変更して参ります。 

＜参考＞改修済のメニュー：2023年 3月 2日リリース分_原産資格調査（D）一覧 

 

 

 

＜今回のリリース分は以上です＞ 

  

 

項目名を 

「付随調査件数」⇒「調査件数」へ変更 

https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/faq.pdf
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2023年 5月 11日リリース分 

■2023年 5月 11日リリース分 

【機能の改善】（R）一覧の「回答期限日」へ表示される「〇日経過」表示について 

・現行の機能として、原産資格調査の依頼時に依頼者が設定した希望回答期限を、調査依頼・回答受信

（R）一覧画面および調査回答・回答受信（A）一覧画面の「回答期限日」欄へ表示しています。また、

依頼者の設定した希望回答期限を経過後も調査が未完了の調査がある場合には、当該調査の依頼 ID/

回答 ID の「回答期限日」欄へ赤字で希望回答期限からの経過日数を表示しています。 

・今般の改修では、（R）一覧において、回答受領前のステータスの ID へのみ経過日数を表示することといた

しました。改修により、回答者起因の希望回答期限経過分のみ、経過日数が表示されるようになります。 

※（A）一覧については現行の仕様から変更はございません 

（R）および（A）一覧で、依頼者の設定した希望回答期限を経過後に「〇日経過」が表示されるステータス

は以下です。 

 

◆調査依頼・回答受信（R）一覧： 

 

◆調査回答・回答受信（A）一覧： 

 

 

＜今回のリリース分は以上です＞ 

 

 

回答前、かつ依頼者の設定した希望回答期限を

経過した場合に、赤字で経過日数を表示しま

す。 
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2023年 4月 13日リリース分 

■2023年 4月 13日リリース分 

【機能の改善】（R）（A）（D）（E/P）一覧の作業担当者検索：（未設定）検索を追加 

各一覧画面の検索項目にて、「作業担当者」欄より設定済の担当者名で調査対象品の検索が可能ですが、

担当者が未設定の案件についても抽出したいというご要望を受け、当該検索項目のプルダウンへ「（未設定）」

検索を追加いたしました。 

 

対象画面：調査依頼・回答受信（R）、調査回答・回答送信（A）、原産資格調査（D）、 

FTA対象品（E/P） 

【機能の改善】（R）一覧の仕入先コード検索：プルダウンへ企業 ID および企業名/（未設定）検索を追加 

2023/3/2 のリリースにおいて、調査依頼・回答受信（R）一覧の検索項目へ「仕入先コード」を追加いたしま

した。＜参考＞【機能の改善】（R）（A）（D）メニューの一覧画面を更新 

今般の改修では、検索時に表示されるプルダウンの仕入先コード候補へ以下 2点を追加いたしました。 

 

①「企業 ID」および「企業名」および「部署名」を参考情報として表示（※1） 

②仕入先コードが「未設定」の調査対象品の検索（※2） 

(※1)検索対象は「仕入先コード」のみであり、「企業 ID」「企業名」「部署名」は参考情報として表示。また、部署名は

取引先企業管理＞仕入先一覧＞仕入先編集画面にて部署名を設定している場合のみ参考表示。 

社名での検索は、「仕入先」検索欄（名称検索）をご活用ください。 

(※2)自社内製品の依頼や、JAFTAS外の資料取込時に仕入先コードを設定せずに登録を行った場合が該当。 

 

（未設定） 

検索したい仕入先コードを入

力すると、一致する仕入先コ

ードを絞り込みしプルダウンに

表示します 

 

 

（未設定） 
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2023年 4月 13日リリース分 

【新機能】（R）（D）の一覧：課金対象情報を追加 ※JAFTAS Lite利用者/契約利用者のみ 

１）JAFTAS Lite利用者の場合 

Lite プランのカウント対象となった依頼や調査を、調査依頼・回答受信（R）一覧および原産資格調査（D）

一覧にてご確認いただけるようになりました。 

 

（R）一覧：課金対象となる依頼 ID を送信した時に、課金対象欄に「〇」を表示 

（D）一覧：課金対象となる調査 ID を作成した時に、課金対象欄に「〇」を表示 

２）契約利用者の場合（標準プラン/つながるくんプラン/判定さんプラン） 

調査依頼・回答受信（R）一覧の表示要件へ（P）から作成した内製品調査依頼についてのパターンを追

加、また原産資格調査（D）一覧へも新たに課金対象欄を追加いたしました。 

 

（R）一覧：課金対象となる依頼 ID を送信した時に、課金対象欄に「〇」を表示  

※（P）より自社へ依頼を送信し直接回答を受領した場合は（調査 ID を作成しない場合）、当該依頼

ID を内製品調査利用料として計上し、外製品の課金と区別するため依頼 ID の承認時に「◎」を表示。 

（D）一覧：課金対象となる調査 ID の調査を完了した時に、課金対象欄に「〇」を表示 

※判定さんプランをご利用の場合も、（E/P）より作成した調査 ID は、調査を完了した時に「〇」を表示

（料金は発生いたしません）。 

3）課金対象の ID を抽出する際のご留意事項 
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2023年 4月 13日リリース分 

各一覧画面では、検索項目の「課金対象□」欄へチェックを入れることで、課金対象となる依頼 ID または調

査 ID を抽出いただけます。検索時にはアーカイブ済の ID も表示いただくことを推奨いたします。 

【新機能】利用実績一覧の改修について ※契約利用者のみ 

１）利用実績一覧の件数表示を課金対象のみの表示といたしました 

各年度の利用実績一覧で表示する件数表示を、データ抽出時間の短縮のため、全数および課金対象数から

課金対象数のみの表示へ変更いたしました（全数欄は非表示となります）。なお、判定さんプランをご利用の

場合も、（E/P）より作成した調査 ID を「内製品 原産資格調査数」へカウントいたしますが、料金は発生い

たしません。 
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2023年 4月 13日リリース分 

２）対象年度の仕入先および課金対象 IDの明細をダウンロードいただけるようになりました 

各年度の利用実績一覧より、対象年度（4/1~翌年 3/31 の期間）で課金対象となる依頼を送信した仕

入先社名および課金対象 ID の明細をリアルタイムでご確認いただけるようになりました。過去分（2022 年度

以前）についても、ダウンロードが可能です。 

 

【仕入先社数明細ダウンロード】 

・対象年度において、課金対象となる依頼を送信した仕入先社数および企業名のご確認が可能です。 

・A列へ表示される「No.」が、対象年度の仕入先のカウント順序となります。こちらの No.がご契約コースの仕

入先上限数を上回った場合、当該仕入先を追加料金の発生する超過対象といたします。 

・D 列へ表示される「年度初課金対象依頼送信日」が、対象の仕入先へ初めて課金対象となる依頼を送

信した日時です。前年度から繰越しとなる仕入先については、D 列の表示が「20YY/04/01 00:00」となり

ます。 

 

【課金対象 ID明細ダウンロード】 

・対象年度において、課金対象として計上される ID のご確認が可能です。 

・以下 4 つの区分で、計上日および関連する情報を表示します。 

外製品調査依頼：課金対象となる依頼 ID と仕入先企業情報 

外製品調査依頼（依頼取下）：返金対象となる依頼 ID と仕入先企業情報 

内製品原産資格調査：課金対象となる調査 ID 

内製品原産資格調査（直接回答）：課金対象となる依頼 ID※ 

※（P）より内製品の依頼を送信し直接回答を受領した場合に表示 
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2023年 4月 13日リリース分 

【機能の改善】利用プラン一覧画面の改修 ※契約利用者のみ 

・最新年度のご契約が最上部に表示されるよう、表示順序を変更いたしました（昇順⇒降順への変更）。 

・標準プランをご利用の場合、事前に申請いただく仕入先数を「調査依頼仕入先数上限」欄へ反映するように

いたしました（0社～）。 

※つながるくん/判定さんプランをご利用の場合は、各コースの上限数を引き続き表示します。 

※2021 年度以前に標準プランをご利用いただいている場合は、「調査依頼仕入先社数上限」は引き続き

「‐（ハイフン）」を表示します。 

 

 

＜今回のリリース分は以上です＞ 
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2023年 3月 2日リリース分 

■2023年 3月 2日リリース分 

【機能の改善】（R）（A）（D）メニューの一覧画面を更新 

調査依頼・回答受信（R）、調査回答・回答送信（A）、原産資格調査（D）メニューの一覧画面をリニュ

ーアルいたしました。 

※一覧のダウンロードに関しては仕様変更を行っておりません。今後、一覧情報のダウンロードについて改修を

予定しておりますが、ご利用の皆様には 2-3 ヶ月ほどの猶予を持たせたうえでの事前周知を行います。 

※一覧表示のリニューアルに関しては、FTA 対象品（E/P）メニュー（※契約利用者・Lite 利用者にのみ

表示）についても同様の改修を実施する予定です。 

調査依頼・回答受信（R）一覧 

１）検索項目の変更点 

・日付を手入力できるようになりました /期間を指定して検索する項目を追加しました： 

送信日、回答期限日、回答日、確定日、有効期限/同意通知期限 

・検索項目を追加しました：仕入先コード、仕入先回答 ID、構成品 ID、調査 ID、回答 ID 

・項目名を変更しました：担当者所属部署⇒作業担当者所属部署、担当者⇒作業担当者 

・検索方法をプルダウン検索へ変更しました：作業担当者所属部署 

  

以下５項目を追加 

・「仕入先コード」 

・ 「 仕 入 先 回 答

ID」 

・「構成品 ID」 

・「調査 ID」 

・「回答 ID」 
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2023年 3月 2日リリース分 

２）一覧項目の変更点 

・ヘッダーの説明行を追加し、各項目の帰属先を表示しました 

・項目を追加しました：仕入先コード、仕入先回答 ID、手動判定フラグ、構成品 ID、調査 ID、回答

ID 

※手動判定フラグについて：調査結果が以下いずれかに該当する場合に表示します 

- 回答者が原産資格調査時に＜手動/システム外判定＞を利用した場合は「手動判定」と表示 

- 回答者が調査結果を JAFTAS へ添付して回答を行った場合は「JAFTAS 外根拠資料」と表示

（原産資格調査（D）の機能を利用せずに回答した場合） 

・項目名を変更しました：担当者所属部署⇒作業担当者所属部署、担当者⇒作業担当者 

調査回答・回答送信（A）一覧 

１）検索項目の変更点 

・検索方法をプルダウン検索へ変更しました：作業担当者所属部署 

※調査回答・回答送信（A）メニューについては、2023/1/19 のリリースノートもご参照ください。 

【機能の改善】調査回答・回答送信（A）メニューの一覧画面を更新 

 

【「当依頼 IDの作成元」欄に表示される各 ID について】 

今回の改修により、「輸出品 ID」「構成品 ID」「調査 ID」「回答 ID」の各 ID が表示・検索できるようにな

りました。これらの IDは、当依頼 ID を作成するもととなった IDですので、以下の点にご留意ください。 

・当依頼 ID と作成元 ID との間の紐付けを切っても、もとの IDはそのまま一覧に表示されています 

  例外）作成元が調査 ID：当依頼 ID と紐付けを切ると一覧表示されなくなり、以降は空欄となります 

・一覧では、当依頼 ID が作成された元の ID一つのみの表示ですが、詳細画面では、当依頼 ID を再利用

等により複数紐づけた場合、関連の各 ID が確認できます。詳細画面もご活用ください 

 
    

ヘッダーの説明行を追加 
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2023年 3月 2日リリース分 

原産資格調査（D）一覧 

１）検索項目の変更点 

・日付を手入力できるようになりました：登録日、有効期限/同意通知期限、調査完了日 

・検索項目を追加しました：日商判定受付番号、回答 ID、輸出品 ID 

・項目名を変更しました：担当者所属部署⇒作業担当者所属部署、担当者⇒作業担当者 

・検索方法をプルダウン検索に変更しました：作業担当者所属部署 

 

２）一覧項目の変更点 

・ヘッダーの説明行を追加し、各項目の帰属先を表示しました 

・項目を追加しました：日商判定受付番号 

・項目名を変更しました：担当者所属部署⇒作業担当者所属部署、担当者⇒作業担当者、 

関連調査件数⇒調査件数 

 

 

＜今回のリリース分は以上です＞ 

 

D 
D 

ヘッダーの説明行を追加 

 

 

 

 

「日商判定受

付番号」を追加 

 

 
「回答 ID」「輸出品 ID」を追

加 
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2023年 1月 19日リリース分 

■2023年 1月 19日リリース分 

【新機能】原産資格調査の複製時、同一条件の過去調査をハイライトでお奨めする機能を追加 

「原産資格調査複製」ボタンをクリックした際に表示される過去調査の選択モーダル画面にて、調査対象品と一

致する過去の調査品情報をハイライト表示し、調査対象品により近い条件の過去調査をお奨めする機能を追

加いたしました。また併せて一部の項目や表示の改修も実施しております。 

 

対象画面：調査回答・回答送信（A）および FTA 対象品（E）メニューより、「原産資格調査複製」

ボタンをクリックした際に表示される【原産資格調査複製 選択】のモーダル 

ハイライト機能の対象：調査対象品と一致する以下の調査品情報 

協定、HS コード、品番、品名（英）、輸入通関国 

 

※複製元となる調査 ID のご登録件数が多いご利用者様の場合、表示までに一定の時間を要する場合

がございます。調査 ID、協定、HS コード、品番等の絞り込み条件をご指定の上、複製対象を検索いた

だくことをお勧めします。 

 

  

検索項目へ「協定」追加 

 

 
調査対象品情報へ 

「輸入通関国」追加 

 

 

ヘッダーの固定、ソート▲▼を追加 

 

 

調査対象品と一致する情報をハイライト表示 
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2023年 1月 19日リリース分 

【機能の改善】調査回答・回答送信（A）メニューの一覧画面を更新 

調査回答・回答送信（A）メニューの一覧画面をリニューアルいたしました。今後、同様の改修を他のメニュー

（調査依頼・回答受信（R）、原産資格調査（D）、FTA 対象品（E/P）（※契約利用者・Lite 利用

者にのみ表示）に対しても順次、実施する予定です。 

 

※なお、検索項目および一覧項目について下記の通り変更を行いますが、一覧のダウンロードに関しては仕様

変更を行っておりません。今後、一覧情報のダウンロードについて改修を行う際には、ご利用の皆様に事前の

周知を行います。 

１）検索項目の変更点 

・日付を手入力できるようになりました：受信日、回答期限日、回答日、確定日、有効期限/同意通知期限 

・検索項目を追加しました：納品先依頼 ID 

・項目名を変更しました：担当者所属部署⇒作業担当者所属部署、担当者⇒作業担当者 

２）一覧項目の変更点 

・ヘッダーの説明行を追加し、各項目の帰属先を表示しました 

・表示項目を追加しました：納品先依頼 ID 

・項目名を変更しました：担当者所属部署⇒作業担当者所属部署、担当者⇒作業担当者 

「納品先依頼 ID」を新規追加 

 

 

D 

「納品先依頼 ID」を新規追加 
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2023年 1月 19日リリース分 

【機能の改善】対比表・計算 WS の「原産材料の根拠書類」欄の表示

変更 

・2023 年 1 月 5 日にリリース致しました「【重要な変更】JAFTAS

から出力される帳票（対比表/計算 WS）について」の追加改

修です。 

・対比表・計算 WS 内の「原産材料の根拠書類」欄について、表

示文字数が多い場合は文字サイズを縮小し表示しておりました

が、通常文字サイズのまま枠内で折り返す仕様へ変更いたしまし

た。 

・本件を持ちまして、対比表・計算 WS に関する追加改修は完了

といたします。引き続き JAFTAS における調査機能のご活用をお

願い申し上げます。 

【不具合の改修】 TSV ファイルの原産品判定基準データが JCCI システムへ正しく反映されない不具合② 

＜事象＞ 

荷姿が「同意通知」の場合、JCCI システムへ連携する TSV ファイルを原産資格調査（D）メニューより出力

いただく機能がございます。 

当該機能のダウンロードファイルにおいて、品目別原産地規則として「カテゴリーD（※1）」または「一般ルール

（※2）」を選択している場合に、出力した TSV ファイルを JCCI システムへアップロードした際、原産品判定

基準のデータが正しく反映されない不具合が発生しておりました。 

 

※1 対象協定：日メキシコ経済連携協定、日チリ経済連携協定 

※2 対象協定：日インド包括的経済連携協定 

※＜参考＞TSV ファイルの原産品判定基準データが JCCI システムへ正しく反映されない不具合① 

 

＜改修＞ 

品目別原産地規則として「カテゴリーD」または「一般ルール」を選択している場合にも、JCCI システムへ原産

品判定基準のデータが正しく反映されるよう改修いたしました。 

 

 

＜今回のリリース分は以上です＞ 

 

「原産材料の根拠書類」欄 

 

 

https://guidance.jaftas.jp/05_releasenote/releasenote_2021_2022.pdf#page=4
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2023年 1月 5日リリース分 

■2023年 1月 5日リリース分 

今回のリリースでは、原産資格調査（D）メニューで「根拠書類ダウンロード」ボタンをクリックした際に出

力される帳票について、全般的に見直しを行い、出力方法やレイアウトの仕様を変更しております。根拠

書類の自動作成機能は多くのご利用者様にご活用いただいている機能かと存じます、ぜひご一読いただ

き、ご不明点等ございましたらサポートデスクまでお気軽にお問い合わせください。 

【重要な変更】JAFTASから出力される帳票（対比表/計算WS）について 

1）輸出者判定品として原産資格調査を実施した場合 ※契約利用者・Lite プラン利用者対象 

FTA 対象品（E）メニューより輸出者判定品を選択し原産資格調査を実施した場合は、2022 年 4 月に改訂

された経済産業省のガイドライン（下記＜参考＞掲載）を踏まえ、出力される帳票（対比表/計算 WS）へ

「生産者から情報提供を受けて本資料を作成しました☑」の文言を表示するよう改修を行いました。 

 

＜参考＞原産性を判断するための基本的考え方と整えるべき保存書類の例示 

2）僅少（許容限度）情報を対比表へ反映 

品目別原産地規則として CTC ルールを選択した場合、一部の品目においては、CTC ルールの要件を満たさない

構成品に対し、救済規定として僅少（許容限度）を利用することができます。 

これまで JAFTAS で僅少（許容限度）を適用した場合には、僅少の計算式を別途ご用意いただいておりました

が、今般の改修により、原産資格調査（D）メニューで入力した価格/重量および計算結果が、対比表の

「5.CTC による判定作業」欄へ反映されるようになりました。 

※僅少（許容限度）を適用していない場合は、これまでと同じレイアウトの対比表を出力します。 

 

＜参考＞JAFTAS で僅少（許容限度）を利用するには操作マニュアル D5-1）をご参照ください。 

生産者から情報提供を受けて本資料を作成しました☑ 

 

https://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/boekikanri/download/gensanchi/roo_guideline_preservation.pdf#page=14
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
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◆僅少（許容限度）/価格を適用した場合の対比表 

 

◆僅少（許容限度）/重量を適用した場合の対比表 

3）原産資格調査（D）メニューで帳票を出力する仕様を変更（資料作成日・資料作成企業名） 

JAFTAS では調査 ID のステータスに関わらず原産資格調査（D）メニューの情報を基に、帳票を都度 PDF に

て作成し出力する仕様としておりました。 

このことにより、当該仕様では帳票に表示される「資料作成日」がダウンロード時点の情報となってしまう、「資料作

成企業名」が常に最新の社名となってしまう、という二点が懸案となっておりました。今般、検認時におけるリスクを

考慮し、以下のとおり仕様を変更いたしました。 

 

本改修は JAFTAS の原産資格調査（D）メニューにて自動作成する以下の帳票が対象です： 

・CTC ルール証明用-対比表 

・VA ルール証明用-計算ワークシート 

・原産材料のみから生産される産品の根拠資料 

 

＜調査中～調査内容確定前＞※ 

・作成中の帳票には「IN PROCESS」を赤字で表示 

・「資料作成日」は空欄 

僅少の達成率 

 

 

調査対象品の価格 

 

 

適用可能な僅少の条件 

 

 

僅少を適用する

構成品の価格 

 

 

僅少を適用する構成品の価格（合計） 
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・原産資格調査（D）メニューの情報を基に都度 PDF ファイルの対比表/計算WS を作成 

 

＜調査内容確定後＞※ 

・「資料作成日」に調査内容を確定した日を表示 

・「資料作成企業名」は調査作成時点の企業名で固定 

・調査内容を確定したのち、初めて根拠書類をダウンロードした際の PDF をシステムで保持 

 

＜調査中～調査内容確定前＞         ＜調査内容確定後＞ 

 

 

※調査内容の確定時点とは：以下の図において、緑色のボタンをクリックした時が調査内容の確定時点となり、

当該日付を帳票（対比表/計算WS）の「資料作成日」欄へ表示します。 

◆調査内容の確定時点と原産資格調査（D）メニューのボタン遷移 

 

※既に原産資格調査を完了している調査 ID の帳票（対比表/計算WS）に関して 

本件のリリース以前に（2023年 1 月 5日以前）、原産資格調査（D）メニューで調査を完了している分の

帳票（対比表/計算 WS）についても、「資料作成日」は調査内容を確定した時点の日付を、また「資料作

成企業名」は調査作成時点の企業名を表示します。 

 

資料作成日：空欄 

資料作成日：表示 

IN PROCESS を表

示 
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4）その他の帳票（対比表/計算WS）に関する変更点 

帳票（対比表/計算WS）に関して、以下の仕様および不具合を併せて改修しております。 

 

①帳票右上に表示されるべき「調査 NO.」が、対比表出力時に表示されない不具合を解消しております。 

②構成品の名称が長い場合、「使用材料名称」欄の文字サイズを縮小し表示しておりましたが、通常文字サイ

ズのまま枠内で折り返す仕様へ変更いたしました。 

③[原産資格調査（D）編集]画面にて「（２）手動/JAFTS 外判定」を選択し調査を完了している場合、

[原産資格調査（D）詳細]画面にて構成品情報を入力していても、対比表/計算 WS は自動作成されな

い仕様へ変更いたしました。また、これに合わせ、JAFTAS 判定機能を用いて入手した根拠書類（サプライヤ

ー証明書など）は JAFTAS 判定機能で調査を完了する場合にのみ、根拠書類ダウンロード Zip ファイルに保

存されるように変更いたしました。 

※JAFTAS外判定を用いて調査を完了する際には、原産資格判定に必要な資料をすべて 

「（２）原産資格を明らかにするための資料」欄に添付いただけますようお願いします。 

  

① 

②用材料名称： 
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【機能の改善】希望回答期限の延長時に日付を直接入力できるようにする 

調査依頼・回答受信（R）メニューにおいて、依頼の送信後、依頼 ID のステータスが‟受付前” ‟調査中” ‟支給

品調査中”の場合、希望回答期限の延長を行うことができます。JAFTAS 画面で延長する日付の入力方法につい

て、従来のカレンダーより選択する方法に加え、日付入力欄へ直接手入力いただけるよう改修を行いました。 

 

対象：[調査依頼・回答受信（R）詳細]画面の「希望回答期限延長」 

[調査依頼・回答受信（R）一覧]画面のまとめて操作「希望回答期限の延長」 

 

 

 

従来とおりカレンダー 

からの選択も可能です 

例）2023/1/1 

入力後、日付入力欄外をクリックする

と、「実行」ボタンをクリックできます 


